
令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 
 

教 科 名【 国語 】 №【１／２】 

発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

東京書籍 

新しい国語 

〇「知識・技能」の習得に関して、『言葉の

広場』『言葉相談室』『情報のとびら』

で、日常生活での言葉の使い方を意識

した教材が取り入れられている。 

〇「思考・判断力・表現力等」の育成に関

して、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」の力を育成するための学習活

動が、各単元に設定されている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵養に

ついて、各学年の冒頭に『国語の学習

の進め方』が記載されており、見通しを

持って取り組むことができる。 

〇［思いやる力］に関連して、「生命の尊

厳」について考える『海のいのち』などの

教材が各学年に取り上げられている。 

〇［たくましく生きる力］に関連して「情報

化」の観点から『情報のとびら』などが取

り上げられている。 

〇［社会とかかわる力］に関連して、「環境

教育」について自然と人間との関わりに

ついて扱った『永遠のごみ』などが掲載

されている。 

○他教科との合科的・関連的な指導

が図れる題材が選定されている。（２

年『かんさつしたことを書こう』」６年

『社会教育施設へ行こう』等） 

○言語能力を確実に育成するため

に、言葉を選び、適切な言語表現に

ついて考えるなどの学習活動が『言

葉』に設定されている。 

○情報活用能力の育成について、情

報の「収集」「整理」「比較」「発信」な

どについての学習活動が『情報のと

びら』に設定されている。 

○掲載されている二次元コードから、

各単元の『言葉の力』や資料を閲覧

することができる。資料には、作者

からのメッセージのほかに、漢字の

練習問題やデジタルノート、タイピ

ング練習といったコンテンツがある。 

○各単元の始まりに学習の流れが掲

載されており、見通しを持って学習を

進めるヒントとなる。学習過程は「見

通す」「取り組む」「ふり返る」とされ、

課題解決的な構成になっている。 

○複式指導への配慮として、第５学年

と第６学年で同じ時期に同じ領域の

学習を位置付けるように配列されてい

る。 

○年間の学習への見通しを『言葉の力

を集めよう』で、単元の学習への見通

しを『学習の流れ』で、それぞれ持て

るように構成されている。 

○第１学年から第４学年までは上下巻

の分冊、第５・６学年は１冊の合冊で

編集されている。 

 

○巻頭詩、『目次』、『話す・聞く』『書

く』『読む』『情報のとびら』『言葉相

談室』『言葉』などと、『付録』で構成

されている。 

○『見やすく読みまちがえにくいユニ

バーサルデザインフォントを採用し

ています。』『全ての児童の色覚特

性に適応するようにデザインしてい

ます。』と表記されている。 

 

教育出版 

ひろがる言葉 

小学国語 

〇「知識・技能」の習得に関して、学習で

使う言葉や日常生活での言葉の使い

方を意識した教材『言葉の広場』『言葉

の木』『言葉の道具箱』が掲載されてい

る。 

〇「思考・判断力・表現力等」の育成に関

して、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」の力を育成するための学習活

動が、各単元に設定されている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵養に

ついては、どのような学びでどのような

力をつけていくのか、また、学んだこと

がどのような場面で生活に生かせるの

かを、各学年の冒頭部分に掲載し、「読

むこと」の教材の終わりには、関連図書

が紹介されている。 

〇［思いやる力］に関連して、「生命の尊

厳」について考える『わすれられないお

くりもの』といった教材が各学年に取り上

げられている。 

〇［たくましく生きる力］に関連して、「情報

化」について学年で段階的に取り上げ

られており、『アイスは暑いほどおいし

い？』などが掲載されている。 

〇［社会とかかわる力］に関連して、「環境

教育」について『世界遺産 白神山地か

らの提言』などが掲載されている。 

○他教科との合科的・関連的な指導

が図れる題材が選定されている。（２

年『かんさつ発見カード』６年『パネ

ルディスカッション-地域の防災』等） 

○言語能力を確実に育成するため

に、読点の適切な使い方について

考えるなどの学習活動が『言葉の広

場』に設定されている。 

○情報活用能力の育成について、集

めた情報をどのように活用するかに

ついて考える学習活動が設定され

ている。 

○掲載されている二次元コードから、

各単元のワークシート資料や、作者

からのメッセージ動画等を閲覧する

ことができる。 

 

○各単元の始まりに学習の流れが掲

載されており、学習の展開や段階を

明示して見通しを持ちやすくしたり、

重点化を図って取り立てたりするな

ど、学習が可視化されている。 

○全学年、上下巻の分冊で編集され

ている。 

 

○巻頭文、『目次』、『話す・聞く』『書

く』『読む』『言葉の文化』『漢字の広

場』『読書の広場』などと、『付録』で

構成されている。 

○『色覚の個人差を問わず、より多く

の人に見やすいカラーユニバーサ

ルデザインに配慮しています。』『見

やすさ・読みやすさに配慮したオリ

ジナルフォントを使用しています。』

と表記されている。 

○熟語の形で学習したほうが定着し

やすいものは、上位学年の漢字で

あっても適宜振り仮名を使用し、違

和感のある交ぜ書きをできるだけ

避けるように配慮されている 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 
 

教 科 名【 国語 】 №【２／２】 

発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

光村図書出版 

国語 

かざぐるま・ともだち 

たんぽぽ・赤とんぼ 

わかば・あおぞら 

かがやき・はばたき 

銀河 

創造 

〇「知識・技能」の習得に関して、『言葉の

たからばこ』では調べたことを報告する

ときや、意見や心情を伝えるときに使う

言葉を多く掲載している。 

〇「思考・判断力・表現力等」の育成に関

して、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」の力を育成するための学習活

動が、各単元に設定されている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵養に

ついて、各学年の冒頭に国語の学習の

進め方が記載されており、見通しが持

ちやすくなっている。 

〇［思いやる力］に関連して、「生命の尊

厳」について考えさせる教材、『ちいち

ゃんのかげおくり』などが掲載されてい

る。       

〇［たくましく生きる力］に関連して、「情報

化」について考える、『インターネットで

ニュースを読もう』や食育、安全などの

観点から題材が取り上げられている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、「環境

教育」について扱った、『自然環境を守

るために』などが掲載されている。 

○他教科との合科的・関連的な指導

が図れる題材が選定されている。（２

年『かんさつ名人になろう』６年『平

和のとりでを築く』等） 

○言語能力を確実に育成するため

に、言葉と言葉の繋がりについて考

えるなどの学習活動が『言葉』に設

定されている。 

○情報活用能力の育成について、

「話す・聞く」「書く」「読む」と関連し

た情報を活用する学習活動が『情

報』に設定されている。 

○掲載されている二次元コードから、

作者からのメッセージ動画や参考ウ

ェブページ、表現の参考作品等を

閲覧することができる。 

○各単元の始まりにつけたい力と言語

活動、学習の流れが掲載されてお

り、見通しを持って学習を進めるヒン

トとなる。 

○１年下巻以降は複式学級での使用

が想定され、前後の学年である程度

学習時期を揃えられるように、単元構

成上の配慮がされている。 

○第１学年から第４学年までは上下巻

の分冊、第５・６学年は１冊の合冊で

編集されている。 

○情報のまとまりが認識しやすいよう

に、用語解説や覚えておきたい知識

などはマークを付して示されている。 

○巻頭詩、『目次』、『話す・聞く』『書

く』『読む』『言葉』『情報』『本は友

達』などと、『付録』で構成されてい

る。 

○『全てのページについて、次の観

点から、専門家による校閲を行って

います。カラーユニバーサルデザ

イン／特別支援教育／学習のユ

ニバーサルデザイン／人権教育

／外国人児童生徒等教育／防災

教育』『児童の学習負担を軽減す

るよう、本文には書き文字と差異の

生じない書体を使用しています。』

と表記されている。 
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教 科 名【 書写 】 №【１／２】 

発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

東京書籍 
新しい書写 

○「知識・技能」の習得について、各単

元に身につける知識・技能のポイント

を示した『書写のかぎ』が掲載されて

いる。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育成

について見出しと記事の内容を考えて

新聞を書くなどの学習活動が『生活を

広げよう』に設定されている。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵養

について課題設定から生活に広げるま

での学習活動が『書写の学び方』に設

定されている。 
 

○［思いやる力］の「共生」について、

他者との関わりを取り入れたお礼の手

紙を書くなどの学習活動が『学びをい

かそう』に設定されている。 

○［たくましく生きる力］の「コミュニ

ケーション能力」について、お礼の手

紙を書く活動など学校内外との人々と

の交流を図る学習活動が『学びをいか

そう』に設定されている。 

○［社会とかかわる力］の「働くことの大

切さ」について、地域行事に関する日記

や工場見学などについて新聞を書く学

習活動が『生活に広げよう』に設定され

ている。 

○主体的・対話的で深い学びにつ

いて、『見つけよう、確かめよ

う、生かそう、振り返ろう、生

活に広げよう』という流れで学

習の見通しを示した『書写の学

び方』が掲載されている。 

○カリキュラム・マネジメントに

ついて、生活科の観察カードを

書くなど、他教科等と関連する

学習活動が『生活に広げよう』

に設定されている。 

○児童の学習上の困難さへの対応

について、折れや払いなどを点

や点線などで示した文字や、写

真、イラストが掲載されてい

る。 

○伝統や文化に関する教育の充実

について、漢字の成り立ちや書

き初めの歴史などについて取り

上げた『文字といっしょに』が

掲載されている。 

○児童の理解が深まる構成につい

て、１人１台端末を活用できる学

習活動が『漢字同士の大きさ』な

どに示され、動画などにつながる

二次元コードが掲載されている。 

○毛筆と硬筆との関連について、第

３ 学年以上では、硬筆で課題を

見つけ、毛筆で課題の解決に取り

組み、硬筆で振り返る学習活動が

『書写の学び方』に掲載されてい

る。 

○学年ごとに１冊で構成されてい

る。また学年ごとのまとめや、は

がきや手紙、メッセージカードの

書き方などが『学びを生かそう』

に掲載されている。既習の漢字や

平仮名、片仮名、ローマ字の表が

掲載されている。 

○『見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォント

を採用しています』『全ての児

童の色覚特性に適応するように

デザインしています』と表記さ

れている。 

○文章は的確・簡潔で、学年段階

に応じて分かりやすい表現と

し、表記や表現は統一した基準

が設けられている。使用する漢

字は、原則として当該学年以下

とし、当該学年の漢字には振り

仮名がつけられている。 

教育出版 
小学書写 

○「知識・技能」の習得について、各単

元に身につける知識・技能のポイント

を示した『めあて』が掲載されてい

る。 

○基礎・基本となる知識・技能を習得す

ることで幅広い知識と教養を身につけ

られるようになっている。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育成

について読み手を意識してポスターを

書くなどの学習活動が『レッツ・トラ

イ』に設定されている。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵養

について、書写で学習したことを学校

や日常生活で実際に活用するまでの学

習活動が『学習のすすめ方』に設定さ

れている。 

○主体的に取り組み、課題解決に取り組

む姿勢を養うことで、解決の糸口を考

える姿勢を養える。 

○［思いやる力］の「共生」について、

感謝の気持ちを手紙に書くなどの学習

活動が『書いて伝え合おう』に設定さ

れている。 

○［たくましく生きる力］の「コミュニ

ケーション能力」について、毛筆を用

いて年賀状を書くなどの学習活動が

『書いて伝え合おう』に設定されてい

る。 

○［社会とかかわる力］の「働くことの

大切さ」について、町探検でお世話に

なった方へのパーティーの招待状や、

工場の見学先へのお礼状を書く学習活

動が『レッツトライ』に設定されてい

る。 
 

○主体的・対話的で深い学びにつ

いて、『見つけよう、確かめよ

う、生かそう、振り返ろう、生

活に広げよう』という流れで学

習の見通しを示した『書写の学

び方』が掲載されている。 

○カリキュラム・マネジメントに

ついて、理科の実験記録を書く

など、他教科等と関連する学習

活動が『レッツ・トライ』に設

定されている。 

○児童の学習上の困難さへの対応

について、濃淡の墨や朱墨で示

された文字に点や矢印などで示

した文字や、写真、イラストが

掲載されている。 

○伝統や文化に関する教育の充実

について、漢字や平仮名の成り

立ちや、様々な郷土かるたなど

について取り上げた『文字の世

界』が掲載されている。 

○児童の理解が深まる構成につい

て、１人１台端末を活用できる学

習活動が、『文字の大きさ（漢字

と平仮名）』などに示され、動画

などにつながる二次元コードが掲

載されている。 

○毛筆と硬筆との関連について、第

３ 学年以上では、学習の始めに

硬筆や毛筆で試し書きをし、学習

後にまとめ書きをする学習の流れ

が『学習の進め方』に掲載されて

いる。 

○学年ごとに１冊にまとめられてい

る。カードや招待状の書き方、メ

モ・発表資料の作り方、新聞の書

き方、年賀状・はがきの書き方な

どが『書いて伝え合おう』に掲載

されている。既習の漢字や平仮

名、片仮名、ローマ字の表が掲載

されている。 

 

○『色覚の個人差を問わず、より

多くの人に見やすいカラーユニ

バーサルデザインに配慮してい

ます』『見やすさ・読みやすさ

に配慮したユニバーサルデザイ

ンフォントを使用していま

す。』と表記されている。 

○文章表現は平易で簡潔であると

ともに、運筆方法が伝わるよう

に、具体的な言葉で示されてい

る。 
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教 科 名【 書写 】 №【２／２】 

発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

光村図書出版 
小学校書写 

○「知識・技能」の習得について、各単

元の冒頭に身につける知識・技能のポ

イントを示した『ねらい』が掲載され

ている。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育成

について、文字の大きさや配列に注意

してリーフレットを作るなどの学習活

動が『書写広げたい』に設定されてい

る。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵養

について、気づいたことを話し合い、

できたところを確かめ合う学習活動が

『学習の進め方』に設定されている。 

○知識・技能を習得し、課題解決を行う

過程で「思考力・判断力・表現力」や

「学びに向かう力」など、「生きる

力」を支えられる能力を育成されるよ

うになっている。 
 

○［思いやる力］の「共生」について、

相手に気持ちが伝わるように手紙を書

くなどの学習活動が『書写広げたい』

に設定されている。 

○［たくましく生きる力］の「コミュニ

ケーション能力」について、他者と交

流を図るために手紙を書くなどの学習

活動が『書写広げたい』に設定されて

いる。 

○［社会とかかわる力］の「働くことの

大切さ」について、お世話になった方

へのお礼状や手紙を書く、新聞を読み

取る学習活動が『書写広げたい』に設

定されている。 

○地域の書初め展など、書くことを通し

て社会との関わりに関心が持てるよう

になっている。 
 

○主体的・対話的で深い学びについ

て、『考えよう、確かめよう、生

かそう』という流れで学習の見通

しを示した『学習の進め方』が掲

載されている。 

○カリキュラム・マネジメントにつ

いて、社会科などで新聞やポスタ

ーを書くなど、他教科等と関連す

る学習活動が『書写ブック』に設

定されている。 

○児童の学習上の困難さへの対応に

ついて、筆の流れを赤い点線で示

した文字や、写真、イラストなど

が掲載されている。 

○伝統や文化に関する教育の充実に

ついて、書き初めの意味や歴史な

どについて取り上げた『書きぞ

め』が掲載されている。 

○児童の理解が深まる構成につい

て、１人１台端末を活用できる学

習活動が『用紙に合った文字の大

きさ』などに示され、動画などに

つながる二次元コードが掲載され

ている。 

○毛筆と硬筆との関連について、第

３ 学年以上では、毛筆で学習し

た内容を生かして硬筆で書く学習

活動の流れが『学習の進め方』に

掲載されている。 

○学年ごとに１冊にまとめられてい

る。『たいせつ』の内容が『○年

生のまとめ』にまとめられてい

る。インタビューメモやパンフレ

ットの書き方などが『書写広げた

い』に掲載されている。既習の漢

字や平仮名、片仮名、ローマ字の

表が掲載されている。 

 

○『全てのページについて、次の

観点から、専門家による校閲を

行なっています。カラーユニバ

ーサルデザイン／特別支援教育

／学習のユニバーサルデザイン

／人権教育／外国人児童生徒等

教育／防災教育』『タイトルや

「たいせつ」には、読みまちが

えにくいユニバーサルデザイン

書体を使用しています。』と表

記されている。 

○すべての児童が学習に集中でき

るよう、大切なことがひと目で

わかる、すっきりとした紙面構

成になっている。 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 社会 】 №【１／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

東京書籍 

新編 新しい社会 

○「知識・技能」の習得について、学

習内容に関連する語句を説明する

『用語かいせつ』が掲載されてい

る。 

 

○「思考力・判断力・表現力等」の育

成について、「まとめる」場面では

文章でまとめる、発表する、話し合

うなどの言語活動を重視して、習得

した知識を定着させるとともに、多

様な表現活動で、思考力・判断力・

表現力等を育成できるようにしてい

る。 

 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養について、学習した内容を生かし

て、地域や社会の課題について考え

話し合うなどの学習活動が『いか

す』に設定されている。 

 

○学習段階に応じた学習活動を「まな

びのポイント」として例示し、学習

の見通しをもち「主体的・対話的で

深い学び」ができるようにしてい

る。 

 

○「ひろげる」のページでは、主に学

習指導要領に選択的に示された事例

を多数教材化し、柔軟な扱いができ

るようにすることで、幅広い知識を

身に付けられるようになっている。 

 

○教科関連マークで他教科との内容を

確認できるようにしている。 

 

○伝統や文化を尊重し、我が国と領土

を愛する態度を養うことができる教

材を随所に取り上げている。 

  

 

○[思いやる力]の「いのちの大切さ」

について、災害から暮らしを守るた

めの取組を扱った『自然災害からく

らしを守る』などが掲載されてい

る。様々な意見を踏まえて社会的問

題を考えることができるように配慮

されている。 

○「思いやる力」の「共生」「多様

性」について、様々な仕事や活動で

社会に参画する人々の思いや願いを

「○○さんの話」で提示して共感的

に理解させることにより、将来にわ

たってよりよい社会の形成に参画・

貢献する資質や能力の基礎を育成し

ようとしている。いろいろな立場か

ら考える学習を通して、他者を尊重

し、多様性を認め合うことにつなが

る内容になっている。 

○［たくましく生きる力］の「情報

化」について、商品管理やスマート

フォンアプリの活用など、情報化の

発展に合わせたスーパーの取組につ

いて扱った『店ではたらく人と仕

事』や、情報との関わり方や、情報

を活用する産業について扱った『情

報化した社会と産業の発展』などが

掲載されている。 

○［社会とかかわる力］の「地域貢献

活動」について、地域の人たちが消

防団として消火訓練や防火に取り組

むようすを扱った『地いきの消防団

の取り組み』などが掲載されてい

る。実生活や実社会との結びつきを

意識させ、よりよい社会づくりに参

画・貢献しようとする意欲や態度の

基礎を養うことができる。 

 

○問題解決的な「つかむ」「調べ

る」「まとめる」「いかす」を

「学習の進め方」などでわかり

やすく示すとともに、「見方・

考え方」を例示し、深い学びが

実現できるようにしている。 

○具体的な事例を調べる前に、社

会や国土の全体の姿を概観する

ことで、事例の学習に終わらせ

ずに、事例をとおして社会や国

土全体を理解することができる

ようにしている。 

○「まなび方コーナー」を設け、

学習技能を系統的に習得できる

ようになっている。 

 （第４学年「地図帳をつかって

みよう」、第６学年「インター

ネットで調べる」など） 

○伝統や文化に関する教育の充実 

について、古くから残されてい

る建物や祭りなどに関わる地域

の人々の願いについて扱った

『きょう土の伝統・文化と先人

たち』などに設定されている。 

○情報活用能力の育成について、

情報活用のルールやマナー、イ

ンターネットの活用方法につい

て考え話し合うなどの学習活動

が『情報を生かすわたしたち』

に設定されている。 

○多様な二次元コードを掲載し、

１人１台端末に対応した学習活

動ができるようにしている。中

学年の導入の動画資料は、地域

を問わず活用できる内容になっ

ている。 

 

○学習指導要領の内容をもれなく

扱い、目標を達成できるよう単

元を適切に構成配列している。 

 

○単元の「めあて」、小単元の

「学習問題」、本時のめあてを

構造的に紙面に明示するととも

に、見開き側注欄の本時のめあ

てに学習段階（つかむ、調べ

る、まとめる、いかす）を併記

して、問題解決的な学習の展開

を促している。 

 

○分量について、児童が主体的な

学習を展開できるように、重点

化し、単元ごとに十分な学習活

動を保障できるよう、適切な時

数を配当している。 

 

○５年が上下巻、６年が政治・国

際編と歴史編の２冊に分かれて

いる。 

 

○表紙は強度の高い加工を施し、

汚損しにくいようにしている。 

 

○強力な接着剤と針金を用いた製

本で、大きく紙面を開くことが

きるうえに堅牢なつくりになっ

ている。 

 

○環境に優しい再生紙や化学物質

を抑えた植物油インキを使用す

るなど、環境やアレルギーに配

慮している。 

 

○軽量で丈夫な用紙を用いてい

る。 

○本文と資料をはっきりと区別

できるようにレイアウトし、

目立つ箇所は文章を枠囲みに

したり、文節で改行したりす

るなど、全ての児童に見やす

く読みやすい紙面になるよう

にしている。 

 

○可読性の高い教科書体を採用

し、そのほかユニバーサルデ

ザインフォント（ＵＤフォン

ト）を多用することで、見や

すく読みやすい紙面にしてい

る。 

 

○写真や図表などの資料には、

見開き単位で番号を付け、指

導の際に使いやすくしてい

る。 

 

○図表などは、色調の違いだけ

でなく、模様や形などでも判

別できるようにしている。 

 

○印刷は鮮明で、挿絵や写真が

見やすく、目に優しい色を基

調としている。 

 

○児童キャラクターやイラスト

に描かれる人物が性別による

偏りがないようにしている。 

 

 
 
 
 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 社会 】 №【２／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

教育出版 

小学社会 

○「知識・技能」の習得について、

『キーワードをふり返ろう』という

コーナーが設置されている。  

 

○「思考力・判断力・表現力等」の育

成について、自分たちの住む市の様

子についてポスターにまとめ、話し

合うなどの学習活動が掲示されてい

る。 

 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養について、学習内容を生かして地

域や社会の課題について考え、話し

合う学習活動が「つなげる」として

設定されている。 

 

○「SDGｓとつなげて考えよう」のペ

ージを設け、環境の保全に向けて意

識を高められるようにしている。 

 

○学習指導要領の目標・内容の取扱い

に準拠し、内容を適切に単元を構

成・配列している。 

 

○社会の変化や課題に自ら対応してい

く資質や能力を育むために問題解決

的な学習を編成している。 

 

 

○「思いやる力」の「いのちの大切

さ」について、災害から暮らしを守

るための取組を扱った『自然災害に

そなえるまちづくり』などが掲載さ

れている。 

 

○「たくましく生きる力」の「情報

化」について、情報の活用の仕方

や、情報通信技術を生かした産業の

様子について扱った『未来とつなが

る情報』などが掲載されている。 

 

○「社会とかかわる力」の「地域貢献

活動」について、火事に備え地域の

人たちが消防団として訓練などに取

り組むようにするようすを扱った

『地いきの人々の協力』などが掲載

されている。 

 

○主体的・対話的で深い学びにつ

いて、疑問に思ったことや知り

たいことから学習問題をつくる

などの学習活動が『つかむ』に

設定されている。 

 

○カリキュラム・マネジメントに

ついて、算数科と関連する円グ

ラフが示された『自然条件と

人々のくらし』 などがある。

また、他教科との関わりが掲載

されている。 

 

○伝統や文化に関する教育の充実

について、昔から受け継がれる

祭りや伝統芸能などに関わる地

域の人々の願いについて扱った

ものが掲載されている。 

 

○体験活動の充実について、身近

な地域の店舗や工場を見学し、

そこで働く人へインタビューす

る学習活動が『はたらく人とわ

たしたちのくらし』などに設定

されている。 

○児童の基礎的な知識が深まる構

成について、１人１台端末を活

用できる学習活動が『わたした

ちのまちと市』などに示され、

動画などにつながる二次元コー

ドが掲載されている。 

 

○学習の問題を追究・解決する活

動の充実を図るための工夫や配

慮について、学習問題を追究す

る際に働かせる「見方・考え

方」を示した『場所や広がり』

などが掲載されている。 

 

○学習内容ごとに本文、資料など

が、見開き２ページ程度でまと

められ、３～６章で構成されて

いる。 

 

○AB版が使用されている。 

○文字や写真、イラストなどの

印刷は鮮明で、読み取りやす

い。 

 

○『色覚の個人差を問わず、よ

り多くの人に見やすいカラー

ユニバーサルデザインに配慮

しています。』『見やすさ・読

みやすさに配慮したユニバー

サルデザインフォントを使用

しています。』と表記されてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 社会 】 №【３／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

日本文教出版 

小学社会 

○「教育基本法（第１条、第２条）及

び学校教育法（第 30条２項）に基

づき、学習指導要領において示され

た「資質・能力」の３つの柱で整理

された各教科の目標を踏まえた工夫

や配慮がなされている。 

○「知識・技能」の習得について、学

習内容に関連する語句を解説するコ

ーナーが掲載されている。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育

成について、働く人の工夫につい

て、調べたことをもとに話し合い、

新聞にまとめるなどの学習活動が

『まとめる』に設定されている。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養について、学習した内容を生かし

て地域や社会の課題について考え話

し合うなどの学習活動が『問題をほ

りさげ、よりよい未来をつくる力を

身につけよう』に設定されている。 

○単元の随所に「見方・考え方コーナ

ー」「キーワード」「むずかしい言

葉」「コラム」「やってみようコーナ

ー」が設定されている。 

○主権者として自らの生き方を問い続

けながら問題を解決できる子を育て

られるよう、問題を発見、追及・解

決、掘り下げられる資料や進め方を

例示している。 

 

○[思いやる力]の「いのちの大切さ」

について、災害から暮らしを守るた

めの取組を扱った『自然災害から

人々を守る活動』などが掲載されて

いる。 

○「たくましく生きる力」の「情報化

について、第６学年の世界の中の日

本とわたしたちでは、地球規模の環

境問題を取り上げ、自分たちの切実

な問題として考えさせようとしてい

る。 

○「社会とかかわる力」の「地域貢献

活動」について、日本と世界の単元

では、国際社会のあり方を追究する

ことから、地球規模での共生社会の

実現の大切さを考えさせようとして

いる。 

○まとめの後に、「さらに考えたい問

題」を設定し資料などを用いてさら

に掘り下げて追及できる場を設定

し、社会との関わり方を選択・判断

できる機会を保障している。 

○地域の活動を守る消防団の活動につ

いて扱った『地いきの消ぼうだん』

などが掲載されている。社会に見ら

れる課題の解決に向けて、社会との

関わり方を選択・判断する活動を具

体的に示している。 

○第３学年では、かまぼこ工場や

スーパーマーケットを例に、身

近な地域の工場や店舗を見学

し、そこで働く人へインタビュ

ーする学習活動が『わたしたち

のくらしとまちではたらく人び

と』に設定されている。 

○第４学年では、地域の人がボラ

ンティアガイドとして観光案内

を行うなど地域の文化財を活用

したまちづくりの取組を扱った

『土地の文化財を生かした地い

き』などが掲載されている。 

○第５学年では、理科と関連する

火山の噴火や台風の進路などが

示された『日本の地形や気候』

が掲載されている。また、総合

的な学習の時間への関連付けと

して『未来につなげる～わたし

たちの SDGs～』が掲載されてい

る。 

○第６学年では、政治単元が第 1

単元とされている。これまでの

中学年の地域学習もふまえ、身

近な事例と結びつけ、興味・関

心をもって追求していく内容に

なっている。歴史単元では、児

童の興味・関心を重視し、歴史

事象を精選している。世界の単

元では、一人ひとりが国際社会

絵の一員であるという立場に立

って、具体的に追究していく内

容にして、選択・判断する力の

育成が示唆されている。 

○全学年を通じて人権尊重を基本

理念として、共生社会をめざす

姿勢がたいせつにされている。 

○基礎的な知識や技能などを習得

するための工夫や配慮につい

て、学習内容に関連する語句を

解説する『キーワード』が掲載

されている。 

○学習の問題を追究・解決する活

動の充実を図るための工夫や配

慮について、学習問題を追究す

る際に働かせる「見方・考え

方」を示した『空間』などが掲

載されており、ワークシートが

ＱＲコードから読み取れるよう

になっている。 

○学習指導要領の社会科の目標、

学年目標・内容、内容の取扱い

などをふまえて、児童の発達段

階や興味関心を考慮し、社会的

事象を適切に教材化した単元構

成になっている。 

○各小単元の原則毎見開きの最初

に「わたし（たち）の問題」が

設定されている。 

○二学期制・三学期制に対応して

いる。 

○分量について、内容の重点化が

図られ、小単元ごとに十分な調

べ学習や話し合い活動ができる

よう適切な時数が配当されてい

る。 

○装丁について、印刷が鮮明であ

り、製本は通常の無線綴じより

も丈夫なあじろ綴じが採用され

ていて、大きく開くように改良

されている。 

 

○学習内容ごとに本文、資料な

どが、見開き２ページ程度で

まとめられ、３～５章で構成

されている。 

○『この教科書は、より多くの

人に見やすいカラーユニバー

サルデザインに配慮していま

す。』『見やすく読みまちがえ

にくいユニバーサルデザイン

フォントを採用しています。』

と表記されている。 

○読みやすいまとまりで改行さ

れている。 

○原則、当該学年以上で学習す

る漢字とキーワードには、す

べてふりがなを入れている。 

○キーワードがゴシック体で強

調されている。 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 地図 】 №【１／２】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

東京書籍  

新しい地図帳 

○教育基本法第２条の「伝統と文化を 

尊重し」に関連して、日本の歴史や 

伝統、文化に関する内容が多い。 

○教育基本法（第１条、第２条）及び

学校教育法（第 30条２項）に基づ

き、学習指導要領において示された

「資質・能力」の３つの柱で整理さ

れた各教科の目標を踏まえた工夫や

配慮がなされている。 

○「知識・技能」の習得について、地

図の使い方のポイントを示した『地

図のきまり』『地図帳の使い方』が

掲載されている。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育

成について、地図や資料を用いて考

える学習活動が『ホップ↑ステップ

↑マップでジャンプ↑』のコーナー

に設定されており、気軽に楽しく地

図活用できる工夫がなされている。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養について、QRコンテンツ内に学習

を見える化できる「がんばりシー

ト」など継続して活用でき、モチベ

ーションを上げる工夫がなされてい

る。ドローン動画なども充実してお

り、全般的にデジタルコンテンツが

豊富である。 

○「思いやる力」の「いのちの大切

さ」について、宮城県南三陸町の災

害の際に避難する場所を示したハザ

ードマップが『日本の自然災害』に

掲載されている。 

○「社会とかかわる力」に関連して、

『ホップ↑ステップ↑マップでジャ

ンプ↑』などのコーナーから実際に

活動しながら自己を成長させ、社会

に貢献しようとする力を育成するよ

うな工夫がなされている。 

○「たくましく生きる力」の「食育」

について、世界の料理を写真ととも

に紹介する『ヨーロッパのいろいろ

な料理』『世界のいろいろな料理』

が掲載されている。また、ICTを活

用した新しい「学び」の提案があ

る。都道府県別の地図を PDFデータ

で切れ目なく見ることができたり、

ドローン動画などのデジタルコンテ

ンツが充実していたりし、自立した

一人の人間として社会をたくましく

生き抜くための活用ができる。 

 

○「カリキュラム・マネジメン

ト」 に関連して、歴史学習で

活用できるように、世界の歴史

地図が 掲載されている。 

○「カリキュラム・マネジメン

ト」 に関連して、世界地図で

はほとんどの国名や大陸、海洋

名の欧文表記があり、外国語活

動で活用できる。いろいろな国

の言葉の挨拶が『世界のみんな

にありがとう！』に掲載されて

いる。 

○伝統や文化に関する教育の充実

について、日本の伝統的な祭り

や郷土料理、世界文化遺産など

が『日本の伝統文化』に掲載さ

れている。 

○体験活動の充実について、地球

儀を使って『方位』『きょり』

『大きさ』『形』を調べる学習

活動が『地球儀を使って調べ

る』に設定されている。 

○情報活用能力の育成について、

全市町村、都道府県、主な名

所、史跡、施設などが示された

『さくいん日本』、国と首都、

主な都市などが示された『さく

いん世界』が掲載されている。 

○児童の学習上の困難さへの対応

について、『地図学習』『日本列

島』『各地方』『世界』『資料地

図・統計表』『さくいん』など

のインデックスが付けられてい

る。 

 

○一般図・拡大図・主題図・索引

などの配列について、地域ごと

に一般図、主題図、拡大図、資

料図が掲載されており、巻末に

『さくいん』が掲載されてい

る。最新のデータを扱うことに

ついて、『資料地図・統計表』

では、データの調査実施年や出

典が示された資料や統計が掲載

されている。 

○児童が自主的に学習に取り組

み、読み取る技能を身に付ける

ための工夫や配慮について、地

図帳の活用方法が『地図帳の使

い方』『「さくいん」の見方』に

掲載されている。 

○丈夫な糸かがりで綴じていた 

り、折り込みページの折り目部

分に破れ防止加工を施すこと

で、４年間の使用に耐えられる

ようにできている。 

○環境に配慮した再生紙・植物油 

インクを使用している。 

○市町村の記号の分け方が細か

く示されている。 

○『見やすく読みまちがえにく

いユニバーサルデザインフォ

ントを採用しています。』『全

ての児童の色覚特性に適応す

るようにデザインしていま

す。』と表記されている。 

 

 

 

 

 

 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 地図 】 №【２／２】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

帝国書院  

楽しく学ぶ 

小学生の地図帳 

○教育基本法第２条に関連して、生涯

にわたって地図帳を使いこなすため

の基礎力を育むように「地図帳の使

い方」が 14 ページにわたって示さ

れている。地図記号などの表記がや

さしく、３年生からの地図使用に配

慮が深い。 

○教育基本法第２条に関連して、防災 

意識が高められるように、「日本列

島 で起こった自然災害と防災」に

ついて学ぶページが多く掲載されて

いる。また、「日本の産業」「日本と

世界の結びつき」「歴史」など、地

図で捉えることが有効な主題の資料

図が充実しており、歴史学習や他教

科のでの活用がしやすい。 

○「知識・技能」の習得について、地

図の使い方のポイントを示した『地

図のやくそく』『地図帳の使い方』

が掲載されている。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育

成について、地図や資料から調べて

考える学習活動が『地図マスターへ

の道』に設定されている。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養について、世界の課題を解決する

ためにわたしたちにできることを考

える学習活動が『持続可能な開発目

標（SDGs）』に設定されている。 

○「思いやる力」の「いのちの大切

さ」について、防災への取組を示し

た『自然災害とその備え』が掲載さ

れている。男女平等の視点や、他者

との協調を意識したキャラクターが

登場してくる。 

○「社会とかかわる力」の「生きるこ

と」について、防災マップづくりを

通して安全な避難方法を考える学習

活動が『日本の自然災害と防災』に

設定されている。歴史学習や他教科

での活用のための記載・SDGsの地図

資料などの記載があり、自己を成長

させ、社会に貢献しようとする力を

育成するような工夫がなされてい

る。 

○「たくましく生きる力」の「食育」

について、日本や世界の食料問題を

資料とともに紹介する『日本の食料

問題』『世界の食料問題』が掲載さ

れている。ICTを活用したデジタル

コンテンツが豊富で、都道府県別の

地図や動画などが充実しており、自

立した一人の人間として社会をたく

ましく生き抜くための活用がしやす

い。 

 

○「主体的・対話的で深い学び」 

について、地図帳を活用して問

いを解決する学習活動が『地図

マスターへの道』に設定されて

いる。資料の活用方法等が記載

されており、必要な地図帳活用

のスキル、社会科の知識や見

方・考え方が、３年生から身に

つくように工夫されている。ま

た、学習テーマに沿った資料の

ページが多く、まわりの資料と

関連づけることで、学習を深め

られる。 

○カリキュラム・マネジメントに

ついて、外国語活動などに関連

して、いろいろな国の言語や特

色が『集まれ！世界の子どもた

ち』に掲載されている。 

○伝統や文化に関する教育の充実

について、日本の世界遺産の写

真とその場所が記された地図が

『日本の世界遺産』に掲載され

ている。 

○体験活動の充実について、地球

儀を使って『方位』『きょり』

『面積』『形』を調べる学習活

動が『地球儀を使おう』に設定

されている。 

○学校段階間の円滑な接続につい

て、中学校の学習につながる、

地図についての説明『地図のや

くそく』『地図帳の使い方』が

掲載されている。 

○情報活用能力の育成について、

全市町村、都道府県、旧市町村

名、世界遺産などが示された

『さくいん日本』、国や首都、

地名が示された『さくいん世

界』が掲載されている。 

 

○児童の理解が深まる構成につい

て、１人１台端末を活用できる

学習活動が『地図マスターへの

道』としてクイズなどで示され

ている。各ページには動画など

につながる二次元コードが掲載

されている。 

○地域ごとに一般図、拡大図、資

料図が充実しており、巻末に

『さくいん』が掲載されてい

る。「広く見わたす地図」⇒

「地方ごとに見る地図」⇒「世

界の地図」⇒「資料図」⇒「統

計」と配列され、発達段階に応

じた学習を進めやすい。 

○最新のデータを扱うことについ

て、『資料図』『統計』では、デ

ータの調査実施年や出典が示さ

れた資料や統計が掲載されてい

る。 

○児童が自主的に学習に取り組

み、読み取る技能を身に付ける

ための工夫や配慮について、地

図帳の活用方法が『地図帳の使

い方』『さくいんの見かた』に

掲載されている。 

 

○日本の各地方の地図や世界の

州を示す地図が掲載されてい

る。また、日本や世界の自然

や自然災害、産業、貿易、歴

史などに関する資料・統計が

取り上げられている。 

○土地利用の色の使い分けが鮮

明で見やすい。また、等高線

による高さの色分けだけでな

く、小学生用地図ならではの

手描き風の山の表現を組み合

わせた立体感のある地図表現

が魅力である。 

○『特別支援教育やユニバーサ

ルデザイン(UD)の観点から、

色覚特性に配慮した色づかい

となるよう工夫しています。』

『見やすく読みまちがえにく

いユニバーサルデザインフォ

ントを採用しています。』と表

記されている。 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 算数 】 №【１／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

東京書籍 

新しい算数 

〇「知識・技能」の習得に関して、学

習した知識・技能を定着する学習活

動が「たしかめよう」「〇年の復

習」「ほじゅうのもんだい」に設定

されている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、数学的な見方・考え方

を働かせて、問題解決する学習活動

が「考える力をのばそう」に設定さ

れている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、日常生活で算数が活用

された事例を取り上げた学習活動が

「いかしてみよう」に設定されてい

る。 

〇「思いやる力」の「共生」につい

て、学習に取り組む際に登場し、複

数の考え方を例示するキャラクター

が「平均値とちらばり」などに掲載

されている。 

〇「たくましく生きる力」の「コミュ

ニケーション能力」について、自分

の考えを説明し、伝え合う学習活動

が「小数、分数、整数のまじったか

け算やわり算」などに設定されてい

る。 

〇「社会とかかわる力」の「環境教

育」について、二酸化炭素のデータ

をもとに考える学習活動が「算数で

読みとこう」に設定されている。 

〇数学的な見方・考え方を毎時の

まとめで振り返ったり、単元末

で価値づけたりしている。 

〇「同じように考えると」「それ

なら」を設け、統合的・発展的

に考えられるようになってい

る。 

〇単元の導入用にオープニングム

ービーが第３～６学年で計 20

本用意されている。 

〇自分たちで学びを切り拓く力を

育成するために、単元前半はし

っかり記述があり、後半はシン

プルになっている。 

〇第４学年以上に、「プログラミ

ングを体験しよう！」が掲載さ

れている。 

〇教科横断的な学習の課題とし

て、社会科と関連した学習活動

が「野菜の価格が高い！」に設

定されている。 

〇補充や発展問題として、単元末

に「たしかめよう」、巻末に

は、「ほじゅうのもんだい」が

掲載され、13～18章で構成され

ている。 

〇判型はＢ５判で、第２～５学年

は上下巻の分冊である。第６学

年は合冊である。第１学年は、

Ａ４判とＢ５判の分冊である。 

〇第１学年の入門期のＡ４判の分

冊は、中綴じの採用により紙面

が開きやすくなったり、独自開

発の専用の用紙により書き込み

やすくなったりしている。 

〇全学年で計約 1,450個のデジタ

ルコンテンツが掲載され、より

学習意欲を高めたり、理解を深

めたりできるようになってい

る。 

〇第２学年以上は、ページ番号が

上部に記載されている。 

〇「視認性をいっそう高めたユ

ニバーサルデザイン教科書体

を採用しています。」と記載さ

れている。 

〇「全ての児童の色覚特性に適

応するようにデザインしてい

ます。」と記載されている。 

大日本図書 

たのしい算数 

〇「知識・技能」の習得に関して、学

習した知識・技能を定着する学習活

動が「たしかめ問題」「〇年の復

習」「プラス・ワン」に設定されて

いる。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、数学的な見方・考え方

を働かせて、問題解決する学習活動

が「学んだことを生かそう」に設定

されている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、日常生活で算数が活用

された事例を取り上げた学習活動が

「算数たまてばこ」に設定されてい

る。 

〇「思いやる力」の「共生」につい

て、学習に取り組む際に登場し、複

数の考え方を例示するキャラクター

が「データの特ちょうを表す値とグ

ラフ」などに掲載されている。 

〇「たくましく生きる力」の「コミュ

ニケーション能力」について、自分

の考えを説明し、伝え合う学習活動

が「組み合わせ方」などに設定され

ている。 

〇「社会とかかわる力」の「環境教

育」について、ＳＤＧｓと算数との

関連を調べる学習活動が「なるほど

算数教室」に設定されている。 

〇数学的な見方・考え方を育むた

めに、第２学年以上の巻頭に

「算数の大切な考え方」として

まとめられている。 

〇導入アニメーションコンテンツ

によって、動的に見ることがで

きるようになっている。 

〇思考・表現のツールとして、テ

ープ図や数直線図の指導が充実

している。 

〇全学年に「プログラミングにち

ょうせん！」が設定されてい

る。アンプラグドと Scratchの

２つが掲載されている。 

〇教科横断的な学習の課題とし

て、社会科と関連した学習活動

が「伊能忠敬の地図作り」に設

定されている。 

〇補充や発展問題として、単元末

に「たしかめ問題」、巻末には

「プラス・ワン」が掲載され、

13～20 章で構成されている。 

〇判型はＢ５判で、第２～６学年

は合冊である。第１学年は、Ａ

４判とＢ５判の分冊である。 

〇第１学年の入学初期は、Ａ４判

の中綴じ製本にすることで、フ

ラットに開き、書き込みやすく

なっている。マス目の大きさは

市販のノートと同じ大きさにな

っている。 

〇全学年で計 1,445個のデジタル

コンテンツが掲載されており、

アニメーションや動画など、紙

面とは別のアプローチで、学習

の理解を深めたり、定着させた

りできるようになっている。 

〇「見やすく読みまちがえにく

いユニバーサルデザインフォ

ントを採用しています。」と記

載されている。 

〇カラーユニバーサルデザイン

をふまえた配色などの工夫が

行われている。 

 
 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 算数 】 №【２／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

学校図書 

みんなと学ぶ 

小学校算数 

〇「知識・技能」の習得に関して、 

 学習した知識・技能を定着する学習

活動が「できるようになったこと」

「〇年のまとめ」「もっと算数」に

設定されている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、数学的な見方・考え方

を働かせて、問題解決する学習活動

が「まなびをいかそう」に設定され

ている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、日常生活で算数が活用

された事例を取り上げた学習活動が

「はてなを発見」に設定されてい

る。 

〇「思いやる力」の「共生」につい

て、学習に取り組む際に登場し、複

数の考え方を例示するキャラクター

が「代表値」などに掲載されてい

る。 

〇「たくましく生きる力」の「コミュ

ニケーション能力」について、自分

の考えを説明し、伝え合う学習活動

が「点対称な図形をかく」などに設

定されている。 

〇「社会とかかわる力」の「環境教

育」について、外来生物を題材とし

て割合を用いて考える学習活動が

「算数をつかって」に設定されてい

る。 

〇第２学年以上の上巻に「〇年生

で見つけた見方・考え方」が設

定されている。また、特に算数

の学びで重要な９つの見方・考

え方を「考え方モンスター」と

して表している。 

〇つまずきやすい内容について

「算数パトロール隊」が設定さ

れている。 

〇図や表をよりよく活用できるよ

うに、系統的に学習できるよう

になっている。特に数直線図に

加え、４マス関係表が取り上げ

られている。 

〇全ての学年に「プログラミング

のプ」が設定されている。 

〇教科横断的な学習の課題とし

て、家庭科と関連した学習活動

が「バランスのよい食事を考え

よう」に設定されている。 

〇補充や発展問題として、単元末

に「できるようになったこと」

巻末に「もっと算数」が掲載さ

れ、15～22章で構成されてい

る。 

〇判型は、ＡＢ版で第１～５学年

は上下巻の分冊であり、第６学

年は「中学校へのかけはし」と

して別冊がある。 

〇ＡＢ版を採用することで、開き

やすく、作業や書き込みがしや

すい製本となっている。 

〇全学年で計 610個のデジタルコ

ンテンツが掲載されており、動

画や補充問題など、教科書で学

んでいく際に役に立つデジタル

コンテンツが用意されている。 

〇「見やすいユニバーサルデザ

インフォントを採用していま

す。」と記載されている。 

〇「誰にでも見やすくわかりや

すい教科書になるように、ユ

ニバーサルデザインの視点を

取り入れ、色使いやレイアウ

トなどに配慮して編集してい

ます。」と記載されている。 

 

教育出版 

小学算数 

〇「知識・技能」の習得に関して、 

 学習した知識・技能を定着する学習

活動が「たしかめよう」「〇年のま

とめ」「ステップアップ算数」に設

定されている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、数学的な見方・考え方

を働かせて、問題解決する学習活動

が「学んだことを使おう」に設定さ

れている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、日常生活で算数が活用

された事例を取り上げた学習活動が

「算数ワールド」に設定されてい

る。 

〇「思いやる力」の「共生」につい

て、学習に取り組む際に登場し、複

数の考え方を例示するキャラクター

が「いろいろなグラフ」などに掲載

されている。 

〇「たくましく生きる力」の「コミュ

ニケーション能力」について、自分

の考えを説明し、伝え合う学習活動

が「代表値と散らばり」などに設定

されている。 

〇「社会とかかわる力」の「環境教

育」について、食品ロスに関する割

合のグラフをもとに分析する学習活

動が「考えようＳＤＧｓ」に設定さ

れている。 

〇数学的な見方・考え方を心に残

すために、単元末に「４コマ漫

画」が掲載されている。巻頭に

前学年までの数学的な見方を振

り返ることができる「算数のミ

カタ」が設定されている。 

〇問いをつなげる展開を学びのサ

イクルとして位置付けている。 

〇巻末に学年を超えて既習事項を

振り返ることができる「学びの

マップ」が設定されている。 

〇全学年においてプログラミング

的思考を育てるために、操作が

簡単な独自開発のプログラミン

グ教材・表計算ソフトが使われ

たページが設定されている。 

〇教科横断的な学習の課題とし

て、音楽科と関連した学習活動

が「メロディーは何種類？」に

設定されている。 

〇補充や発展問題として、単元末

に「ふり返ろう」、巻末に「ス

テップアップ算数」が掲載さ

れ、12～18章で構成されてい

る。 

〇判型はＢ５判で、第２～４学年

は、上下巻の分冊であり、第

１、５、６学年は合冊である。 

〇全学年で計 591個のデジタルコ

ンテンツが設定され、まとめア

ニメーションやシミュレーショ

ン、作図・測定手順の動画な

ど、デジタルのよさを生かした

授業づくりができるようになっ

ている。 

〇「見やすさ・読みやすさに配

慮したユニバーサルデザイン

フォントを使用しています。」

と記載されている。 

〇「色覚の個人差を問わず、よ

り多くの人に見やすいカラー

ユニバーサルデザインに配慮

しています。」と記載されてい

る。 

 
 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 算数 】 №【３／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

新興出版社啓林館 

わくわく算数 

〇「知識・技能」の習得に関して、 

 学習した知識・技能を定着する学習

活動が「たしかめよう」「もうすぐ

〇年生」「学びのサポート」に設定

されている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、数学的な見方・考え方

を働かせて、問題解決する学習活動

が「やってみよう」に設定されてい

る。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、日常生活で算数が活用

された事例を取り上げた学習活動が

「やってみよう」に設定されてい

る。 

〇「思いやる力」の「共生」につい

て、学習に取り組む際に登場し、複

数の考え方を例示するキャラクター

が「平均値」などに掲載されてい

る。 

〇「たくましく生きる力」の「コミュ

ニケーション能力」について、自分

の考えを説明し、伝え合う学習活動

が「図形の拡大と縮小」などに設定

されている。 

〇「社会とかかわる力」の「環境教

育」について、家庭の消費エネルギ

ー量について調べる学習活動が「わ

くわく SDGｓ」に設定されている。 

〇巻頭では、算数で使いたい考え

方をまとめ、既習事項を例に紹

介している。また、毎時の中で

特に価値づけたい見方・考え方

にマーカーをつけている。 

〇第４学年以上では、「数学への

とびら」マークで算数と数学の

つながりを示している。 

〇演算決定に関わる図として、数

直線図などのほかに、関係図を

取り上げている。 

〇全学年に「わくわくプログラミ

ング」が設定されている。

Scratchとオリジナルコンテン

ツの２種類が用意されている。 

〇教科横断的な学習の課題とし

て、家庭科と関連した学習活動

が「オーロラソースをつくろ

う」に設定されている。 

〇補充や発展問題として、単元末

に「学びのまとめ」、巻末に「学

びのサポート」が掲載され、13

～23章で構成されている。 

〇判型はＢ５判で、第２～４学年

は、上下巻の分冊である。第

５、６年は合冊である。第１学

年はＡ４判とＢ５判の分冊であ

る。 

〇第１学年のＡ４判の分冊「すた

あと ぶっく」は、書き込みや

すい用紙を採用し、大きく平ら

に開くことができる中綴じ製本

になっている。 

〇全学年で計 1,614個のデジタル

コンテンツが設定され、例え

ば、自由に操作しながら試行錯

誤したり、動画を通して理解を

深めたりできるようになってい

る。 

〇「見やすいユニバーサルデザ

インフォントを採用していま

す。」と記載されている。 

〇「個人の特性にかかわらず、

内容が伝わりやすい配色・デ

ザインを用いました。」と記

載されている。 

日本文教出版 

小学算数 

〇「知識・技能」の習得に関して、 

 学習した知識・技能を定着する学習

活動が「学習をたしかに」「〇年の

復習」「しっかりチェック」に設定

されている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、数学的な見方・考え方

を働かせて、問題解決する学習活動

が「学習をたしかに」に設定されて

いる。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、日常生活で算数が活用

された事例を取り上げた学習活動が

「使ってみよう」に設定されてい

る。 

〇「思いやる力」の「共生」につい

て、学習に取り組む際に登場し、複

数の考え方を例示するキャラクター

が「平均とちらばりのようす」など

に掲載されている。 

〇「たくましく生きる力」の「コミュ

ニケーション能力」について、自分

の考えを説明し、伝え合う学習活動

が「反比例のグラフの特ちょう」な

どに設定されている。 

〇「社会とかかわる力」の「環境教

育」について、海岸ごみの調査結果

をグラフに表して調べる学習活動が

「算数ジャンプ」に設定されてい

る。 

〇単元内の随所に数学的な「見

方・考え方」が提示されてい

る。さらに単元末の「見方・考

え方をみがこう」でも、もう一

度ふり返る問題が設定されてい

る。 

〇学び方をいつでも確認できるよ

うに、上巻巻末に「学び方ガイ

ド」が用意されている。 

〇第５、６学年では、スパイラル

に学習する意識をもてるように

中学接続マークがついている。 

〇全学年にプログラミング的思考

を育むためのページ「レッツ 

プログラミング」が設定されて

いる。 

〇教科横断的な学習の課題とし

て、家庭科と関連した学習活動

が「『一汁三菜』の献立を考え

よう」に設定されている。 

〇補充や発展問題として、単元末

に「学習をたしかに」、巻末に

「算数マイトライ」が掲載さ

れ、14～20章で構成されてい

る。 

〇判型はＢ５判で、第１～４学年

は、上下巻の分冊であり、第

５、６学年は合冊である。 

〇第１学年の分冊「しょうがくさ

んすう１①」は、中綴じでフラ

ットに開き、鉛筆でかき込みの

しやすい用紙になっている。 

〇第５、６学年には、教科担任制

をふまえ、スピン（しおりひ

も）が採用されている。 

〇全学年で計 838個のデジタルコ

ンテンツが設定され、例えば、

学習を振り返ったり、アニメー

ションなどで理解を深めたりで

きるようになっている。 

〇「見やすく読みまちがえにく

いユニバーサルデザインフォ

ントを採用しています。」と

記載されている。 

〇「より多くの人に見やすいカ

ラーユニバーサルデザインに

配慮しています。」と記載さ

れている。 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 理科 】 №【１／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

東京書籍 

新しい理科 

〇「知識・技能」の習得に関して、単

元末に各節の「まとめ」を把握できる

ように「ふりかえろう」が設けられて

いる。また、学習の前後で自身の成長

を実感できるように「学ぶ前に」「学

んだ後に」が設定されている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育 

成に関して、「のばそう！理科の力」

を設けて、課題解決の過程で働かせる

見方・考え方を具体的に明示してい

る。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵 

養に関して、「まとめ」のあとに「広

げよう！理科の発想」「次の問題を見

つけよう」が設けられている。 

〇「思いやる力」に関連して、生命愛

護や環境保全に関わる内容には「かん

きょうマーク」が表示されている。 

〇「たくましく生きる力」に関連し

て、第６学年では SDGsと関連の深い

内容には「SDGsアイコン」を表示した

り、自らができることを考える場面が

設けられたりしている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、

「こんなところにも！理科の世界探検

部」では、働く人へのインタビュー形

式のコラムで職業とのつながりについ

て掲載されている。 

〇主体的・対話的で深い学びとな

るように、話し合いの例を示し、

自分の考えを広げたり、深めたり

する工夫がされている。QRコン

テンツでは追加の発言例や内容に

合わせた画像も表示される。 

〇伝統文化に関して、学習内容と

のつながりや伝統文化の重要性を

とらえられるように伝統的な産業

や食文化などに関する読み物が掲

載されている。 

〇情報活用に関して、全学年にお

いて身の回りでプログラミングが

活用されている事例の紹介と体験

ができる「理科とプログラミン

グ」が設けられている。 

〇QRコンテンツに下位学年や他

単元とつなげて考えたり、動画を

基に学習事項を生かして考えたり

する練習問題が収録されている。 

〇各単元の冒頭の「レッツトラ

イ！」では、これから学ぶ内容が

示されている。また、問題解決の

過程が紙面の端に「学びのライ

ン」として示されている。 
〇QRコンテンツでは観察・実験の

やり方の動画や調べ学習で活用で

きる資料が掲載されている。 
〇「オモテ面」を見て自分で考え

た後、ページをめくった「ウラ

面」で、対話を通して思考を広

げ、深めるという構成になってい

る。 
〇児童の学習上の困難さへの対応 

に関して、巻末にこれまで学習し

た器具等の使い方が順序立てて示

されている。 
〇他教科の既習事項や生活経験と

の関連を図りながら学習できるよ

うに「思い出そう」が設けられて

いる。 

〇書体や配色に関して、ユニバ

ーサルデザインが採用されてい

る。文章は単語の途中で改行せ

ず、文節で改行している。 
〇判型は A4であり、写真、図、

文章等が大きく記載されてい

る。 
〇各単元の導入のページと節末

の「まとめ」では、本文のすべ

ての漢字にルビが施されてい

る。 
〇写真やイラストで登場する男

女比や役割、車いすを利用する

児童や外国人の児童が活動する

様子を取り上げるなど人権や福

祉、国際理解へ配慮している。 

大日本図書 

たのしい理科 

〇「知識・技能」の習得に関して、各

活動における「問題」と「結論」（わ

かったこと）を正対させて掲載してい

る。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、各学年で主に育成すべき

問題解決の力を身につける活動場面が

掲載されている。特に育成したい力に

は◆マークをつけて強調している。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、単元末に「学んだことを

生かそう」が設けられ、学んだことを

日常生活などにあてはめ、理科の有用

性を実感できるようにしている。 

〇「思いやる力」に関連して、生物な

どの自然の営みを破壊することがない

ような配慮を取り扱い、「環境」マー

クを設定して掲載している。 

〇「たくましく生きる力」に関連し

て、地球規模の様々な問題について考

える資料に「SDGs」マークを設定し、

持続可能な社会の創り手、国際社会の

一員としての意識を養うことができる

ようにしている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、

科学に関する職業や科学技術に関する

話題の資料には、「理科と仕事」マー

クが設定されている。 

〇主体的・対話的で深い学びとな

るように、問題解決の場面では、

グループやクラス全体で意見交換

したり、根拠を基にして議論した

りして、他者の意見を通して自分

の考えを深められる場面が設けら

れている。 

〇伝統文化に関して、「伝統マー

ク」が設定されている。第３学年

では、「りかのたまてばこ」で蚕

と絹糸が取り上げられている。 

〇情報活用に関して、PCやタブ

レットなど ICT機器の活用やイン

ターネットを活用した調べ学習、

プログラミングを体験する学習活

動が掲載されている。 

〇巻頭の「理科の学び方」では、

各学年で育成する問題解決の力が

示されている。また、問題解決の

過程が色分けして示され、それぞ

れの活動が問題解決の過程のどこ

に当たるかがわかりやすく示され

ている。 

〇観察・実験とその結果は、同じ

見開きにならないように配慮され

ている。 

〇表紙及び対応箇所のページ下に

二次元コードを配置し、生き物図

鑑や観察・実験のシミュレーショ

ン、問題の解答などが活用できる

ようになっている。 

〇表やグラフの描き方や計算など

を示した「算数科とつなげよう」

が掲載されている。 

〇紙面が A4 であり、図や写真が

大きく掲載されている。また、問

題解決の全過程（問題を見つける

→予想する→計画する→実験）

が、示されるようになった。これ

までは、計画する段階が省略され

ていた。 

〇ユニバーサルデザインフォン

トを使用し、文節改行を行い、カ

ラーユニバーサルデザインをふ

まえた配色を工夫するなど、特別

支援教育やユニバーサルデザイ

ンに配慮している。 

〇「問題」や「わかったこと」「結

論」部分等は、色が塗られている。

また、各学年でレイアウトは統一

されている。 

 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 理科 】 №【２／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

学校図書 

みんなと学ぶ 

小学校理科 

〇「知識・技能」の習得に関して、記

録や発表などの方法が複数提示され、

児童自身が方法を選択し、「個別最適

な学び」ができるように工夫されてい

る。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、育成すべき資質・能力を

「理科モンスター」として明記し、教

師・児童が見通しをもって学習に取り

組めるように配慮している。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、学びの深まりに応じて、

紙面の「理科モンスター」がレベルア

ップし、観察、実験の後や、単元末で

の振り返りを通して学びを改善した

り、生命尊重などを意識したりするこ

とができるようにしている。 

〇「思いやる力」に関連して、環境保

全や自然を愛する心情を育成するた

め、多様な資料を掲載している。例と

して第６学年には、外来生物による遺

伝子かく乱などについて触れている資

料を掲載している。 

〇「たくましく生きる力」に関連し

て、SDGsの観点と学習したことを科学

的な視点で結び付け、自らができるこ

とを考える活動が盛り込まれている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、

人間関係形成能力を育むために、伝え

る力と聴く力の両方を育てる内容を扱

っている。また、学習内容と職業を関

連させた記述がされている。 

〇主体的・対話的で深い学びにつ

いて、自分の予想や考えを整理し

わかるように伝え合う、多様な考

えをもとに学びを深め合うなど

の、対話の場面が多く設けられて

いる。また、図を使って整理し、

自分の考えを伝え合う例が取り上

げられている。 

〇各学年において、単元終末に、

学習した内容を活用して「説明す

る」活動が盛り込まれている。 

〇QRコードやICTマークが様々な

ページに掲載されており、練習問

題やプログラミングソフトといっ

たQRコンテンツ、ICT機器を使っ

た情報の整理や話し合いの例が示

されている。 

〇巻頭の「科学の芽を育てよう」

では、各学年で身につけたい力を

「理科モンスター」として全体の

見通しがもてるようになってい

る。 

〇それぞれの実験・観察は、巻頭

ページに示された問題解決の流れ

に沿って内容が構成され、ページ

左にも明示されている。 

〇これまで学習した知識・経験・

技能などを踏まえた学びを意識し

た思考活動が意識されている。ま

た、学習前にQRコンテンツでも振

り返りが行えるよう配慮されてい

る。 

〇平均や折れ線グラフなどを扱う

ページには、「算数マーク」がつ

いている。 

〇裏表紙に目次が設けられ、そ

れぞれの単元とSDGsの主な目標

との関連が記載されている。 

〇単元の導入ページでは、単元

に関わる身近な題材や日常生活

の風景の大きな写真が掲載さ

れ、これからの学習への見通し

や疑問をもつきっかけになって

いる。また右下の「できるよう

になりたい」の欄には、問題解

決の過程で身につけたい力が記

載されている。 

教育出版 

未来をひらく 

小学理科 

〇「知識・技能」の習得に関して、各単

元末には学習内容をまとめる「ふり返

ろう」のページが設けられている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育成

に関して、「見つけよう」 から「学びを

広げよう」までの流れの中で単元ごと

に設定された主人公の考えが深まる様

子を示すなどの工夫がされている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、自分の成長を実感できる

場面として、各単元に主人公が設定さ

れ単元導入前と単元末の主人公の考え

の変化が例示されている。また、各単

元に生活や興味と学習内容を関連させ

たものや発展内容を掲載した「資料」

や「科学のまど」が設けられている。 

〇「思いやる力」に関連して、第６学年

の「人の生活と自然環境」では、他の動

物や植物とともに生きていくために、

自分たちの行動に取り入れたい様々な

取り組みや工夫が例示されていてい

る。さらに巻末には「SDGsミニずかん」

が設けられており、学びの広がりにも

配慮されている。 

〇「たくましく生きる力」に関連して、

各学年で発達段階に応じた ICT 機器を

使った情報活用の方法を紹介してい

る。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、 各

単元の「資料」では、環境問題や SDGs

など子どもの生きる社会の中で理科に

関係する話題が掲載されている。 

〇「予想しよう 計画しよう」で、

主人公などのキャラクターたちが

気づいたことを話し合う様子が例

示されている。 

〇NHK for schoolをはじめとした

デジタルコンテンツを集めたサイ

ト「まなびリンク」へつながる QR

コードを教科書に掲載している。 

〇プログラミング教育に関して、

第６学年「電気の利用」では、身

のまわりのセンサーを使ったプロ

グラミングを紹介するとともにア

プリを用いたプログラミング活動

が体験できるようになっている。 

〇単元や巻末に「算数とのつなが

り」を設け、算数でも学習する内

容をまとめて示されている。 

〇巻頭に「学習の進め方」「ノート

の取り方」が設けられ、問題解決

の順序やそれに合わせたノートの

例示がされ、主体的に学習に取り

組めるよう配慮されている。 

〇「問題」「実験」と「結果」「結

論」が同じ見開きにならないよう

にページ構成が工夫されている。 

〇各学年の単元の中で、主に育成

を目指す問題解決の力 について、

主人公の児童と先生が対話を通し

て例示されている。 

〇巻末に器具や薬品の使い方、注

意点等に加え、タブレットを利用

した写真・動画による記録方法や、

理科室での地震対策・感染症対策

が児童の発達の段階に応じた内容

で示されている。 

〇各学年とも、裏表紙に「安全の 

手引き」が記載されている。「ユニ

バーサルデザインフォントを使

用しています」と記載されてい

る。 

〇目次の単元の番号や各単元で

のページの色が領域によって青

と緑に色分けされている。 

〇各単元の児童の対話の中で、注

目させたい部分に「見方のカギ」

や「考え方のカギ」といったマー

クをつけたり色をつけたりする

など工夫している。 

〇どの学年も「問題」「実験（ま

たは観察）」「結論」の部分は色

や文字の大きさを変え、はっき

りと強調されている。 

 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 理科 】 №【３／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

新興出版社啓林館 

わくわく理科 

〇「知識・技能」の習得に関して、単元

末「まとめノート」の例示や QRコード

からつながる解説動画「スマート解説」

の視聴から要点を整理することができ

る。 

〇「思考力・判断力・表現力」の育成に

関連して、問題発見場面、予想・計画場

面、考察場面で、話し合い活動を例示し

ている。また、思考力・判断力を豊かに

することを目的として、巻末には映像

や音声から状況を読み解く問題にチャ

レンジできる CBT（コンピュータを用い

た試験）につながる QRコードを掲載し

ている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵養

に関連して、単元の中に「もっと知りた

い」や単元末に「活用しよう」が設けら

れている。 

〇「思いやる力」に関連して、生命尊重

や環境保全への意識が高まるように、

多くの動植物や自然環境を紹介し、適

所に「自然を大切に」「SDGs」のマーク

を表示している。 

〇「たくましく生きる力」に関連して、

各学年の巻頭には、各学年の学習に合

わせた ICT 機器を活用した調べ方や利

用場面が紹介されている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、 各

学年に設けられた「理科の広場」や「く

らしとリンク」では、くらしと防災や自

然からの恵みなど、実社会と関連した

内容について掲載されている。さらに

巻末の「理科の見方・考え方が役に立っ

たよ」では、学習した見方・考え方が生

きる場面をマンガで紹介し、分かりや

すく伝わるように工夫されている。 

〇主体的・対話的で深い学びとな

るように、予想・計画の場面や考

察の場面の中で、児童や教師のキ

ャラクターによる対話を通して学

んでいく様子が例示されている。 

〇１人１台のタブレット端末を想

定し、デジタル教材が効果的な場

面では「ICT」マークをつけ、子ど

もの個別最適な学びをサポートす

るコンテンツを QR コードから利

用できるようにしている。 

〇プログラミング教育に関して、

第６学年「発電と電気の利用」で

は、QRコードをタブレット端末で

読み込むことによって無駄なく電

気を使うプログラミング活動の設

定やその結果をアニメーションで

確認できるプログラミングシミュ

レーターを使用できる。 

〇各学年とも巻頭の「理科の楽しみ

方」で『１見つける』『２調べる』『３

まとめる』といった問題解決の過程

や教科書内でポイントとなる部分

に示されたマークやマーカーの意

味などが示されている。 

〇各単元の導入などに生活科や既

習内容、生活体験等をふり返り、系

統的に学習を進められる「思い出そ

う」が設定されている。 

〇問題や実験と結果まとめが同じ

見開きにならないようにページ構

成が工夫されている。 

〇巻末には、記録のつけ方やノート

のまとめ方、話し合いの進め方、施

設の活用の仕方、算数科との関連を

伝える「算数のまど」などをまとめ

た「オッターの資料室」が設けられ

ている。 

〇問題解決学習の流れの中で「問

題」と「まとめ」のデザインをそ

ろえ、子どもに対応関係を示して

いる。 

〇注意を表すマークとして「保護

眼鏡」「かん気」など具体的な表示

とともに注意マークや安全マー

クが黄色いマークとして示され

ている。 

〇３・４年生と５・６年生での発

達段階などに配慮して、本文のフ

ォントサイズを変えるなどして

いる。 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 生活 】 №【１／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

東京書籍 

どきどきわくわく 

あしたへジャンプ 

新しい生活 

○「知識・技能」の習得について、自分

たちで作ったおもちゃで遊んでみて

思ったことを友達と話す活動が『も

っとよくうごくおもちゃにしよう』

に設定されている。 

 

○「思考力・判断力・表現力等」の育成

について、水をどうしたら遠くに飛

ばせるかを考える活動が『みずであ

そぼう』に設定されている。 

 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵養

について、友達と一緒にできるよう

になったことを振り返って絵本など

にまとめる活動が『自分のことをま

とめよう』に設定されている。 

○［思いやる力］の「いのちの大切さ」

について、児童がうさぎなど動物の

世話の中で動物の温かさを感じる活

動が『どうぶつのせわをしよう』に設

定されている。 

 

○［たくましく生きる力］の「公共心」

について、図書館を色々な人が利用

できるようにするための工夫を見つ

ける活動が『図書かんのことを聞い

てみよう』に設定されている。 

 

○［社会とかかわる力］の「働くことの

大切さ」について、和菓子屋など地域

で働く方に仕事のやりがいをインタ

ビューする活動が『まちの人に聞き

に行こう』に設定されている。 

○幼児期の育ちを小学校の学習に

つなぐ、入学から２週間の生活

科の学習活動が「どきどきわく

わく１ねんせい」に掲載されて

おり、生活科の時間を活用して、

すべての学校で適切にスタート

カリキュラムが編成できるよう

に配慮されている。 

○主体的な活動を繰り返し、自分

自身の成長や満足感、成就感な

どの手ごたえを感じることで、

次の活動や自分の生活に生かそ

うとしている児童の姿が写真や

挿絵、吹き出し、表現作品など

で示されている。 

○巻末の資料に、「みつける」「く

らべる」「たとえる」など、気付

きを質的に高める視点が例示さ

れている。 

○上巻には学校生活に関する『が

っこうだいすき』など９単元、下

巻には身近な地域に関する『ど

きどきわくわくまちたんけん』

など９単元で構成されている。 

 

○育成すべき資質・能力が段階的

に高まるよう、系列的に配列さ

れている。また、他教科との関連

的な指導のヒントが掲載されて

いるなど、教科等横断的な教育

課程の編成に配慮されている。 

 

○判型はＡ４判が採用されてい

る。 

○『見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォン

トを採用しています。』『全ての

児童の色覚特性に適応するよ

うにデザインしています。』と

表記されている。 

 

○インクルーシブ教育の視点か

ら、幼児や高齢者、外国にルー

ツがある児童など、多様な他者

と協同する活動やイラストが

掲載されている。 

大日本図書 

たのしいせいかつ 

だいすき 

ひろがれ 

○「知識・技能」の習得について、ことこと

車などのおもちゃを作って、面白さを友

達と共有する活動が『くふうしたら楽し

いよ』に設定されている。 

 

○「思考力・判断力・表現力等」の育成に

ついて、しゃぼん玉を大きくするための

工夫を考える活動が『なつはおもしろい

ことがいっぱい』に設定されている。 

 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵養に

ついて、育てた野菜を使って家族のた

めに料理を作る活動が『みんなで食べ

るとおいしいね』に設定されている。 

○［思いやる力］の「いのちの大切さ」につ

いて、虫が自分と同じように生き物を食

べて生きていることを観察する活動が

『生きているってすごい』に設定されて

いる。 

 

○［たくましく生きる力］の「公共心」につい

て、歩道を歩く、車に気をつけるなどの

交通マナーを守って町探検を行う活動

が『しゅっぱつ！町のキラリたんけんた

い』に設定されている。 

 

○［社会とかかわる力］の「働くことの大切

さ」について、郵便局で働く方などに仕

事のやりがいをインタビューする活動が

『しゅっぱつ！町のキラリたんけんたい』

に設定されている。 

○上巻冒頭に、スタートカリキュ

ラムに配慮したページを設け、

学校生活の楽しさとともに、学

校生活に見通しをもつことで不

安を解消し、幼児期に慣れ親し

んだ遊びで仲間づくりを進める

等、安心できる環境づくりの流

れを工夫している。 

 

○単元の導入は見開きのダイナミ

ックな写真や絵で児童の興味・

関心を引き出し、児童の思いや

願いをもとに主体的な活動が始

まるように工夫している。 

 

○キャラクターや教師の投げかけ

に気付きの質を高めるヒントを

示し、児童自身が考え、気付き

の質を高めることができるよう

に工夫している。 

○上巻には学校生活に関する『み

んななかよし』など４単元、下巻

には身近な地域に関する『わた

しの町はっけん』など６単元で

構成されている。 

 

○個々の活動単元の組み替えが容

易にできるように配慮されてお

り、２学期制や３学期制でも十

分に対応できるように構成して

いる。 

 

○判型はＡ４判が採用されてい

る。 

○『見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォン

トを採用しています。』『カラー

ユニバーサルデザインをふま

えた配色を工夫するなど、特別

支援教育やユニバーサルデザ

インに配慮しました。』と表記

されている。 

 

○子どもの語彙力を向上させ、言

語能力の育成を図り、人との関

わりがより深まることを促す

「きらきらことば」「せいかつ

ことば」が紹介されている。 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 生活 】 №【２／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

学校図書 

みんなとまなぶ 

しょうがっこうせいかつ 

○「知識・技能」の習得について、ぱた

ぱたカーなどのおもちゃの遊び方を 

友達に紹介する活動が『作ったおも 

ちゃであそぼう』に設定されている。 

 

○「思考力・判断力・表現力等」の育成 

について、風を受けて走るおもちゃ 

の車がどうすれば速く走るかを考 

える活動が『うごくおもちゃを作ろ 

う』に設定されている。 

 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵養 

について、幼児期から２年生までの 

自分の成長をまとめ、確かめる活動 

が『わかったことをまとめよう』に設 

定されている。 

○［思いやる力］の「いのちの大切さ」

について、責任を持って生き物を飼

い続けることの大切さを考える活動

が『かいつづけることができるかな』

に設定されている。 

 

○［たくましく生きる力］の「公共心」

について、登下校の際に安全に通学

路を歩くことや危険な場所に気を付

ける活動が『あんぜんないきかえり』

に設定されている。 

 

○［社会とかかわる力］の「働くことの

大切さ」について、パン屋で働く方や

消防士に仕事のやりがいをインタビ

ューする活動が『まちの人の話を聞

こう』に設定されている。 

○スタートカリキュラムでは、『は

じまるよ しょうがっこう』と

『がっこうたんけん』を設け、

入学したばかりの子どもが学校

生活にスムーズにかつ安心して

適応できるような内容となって

いる。 

○子どもの自発的な言葉をもとに

したリード文や、写真やイラス

ト、親しみやすい４人のキャラ

クターなど、子どもの「自分で

もやってみたい」という主体的

な活動意欲が引き出されるよう

工夫されている。 

○ほぼ全ての単元が、時系列的に

活動時期を限定せず、地域や学

校の環境、子どもの意識などに

応じて、自由に学習時期を組み

替えたり、軽重を付けて指導し

たりすることができる柔軟な内

容となっている。 

○見開き右下に、次の活動を示唆

するイラストを配置すること

で、子どもの活動への意欲をか

き立てる構成となっている。 

 

○ストーリー性をもたせ、単元ご

とに主となるキャラクターを設

定することで、友達や周りと関

わり合いながら変容し、成長し

ていく様子がわかりやすい構成

になっている。 

 

○上巻には学校生活に関する『が

っこうたんけん』など７単元、下

巻には身近な地域に関する『ま

ちたんけん』など５単元で構成

されている。 

 

○判型はＡ４変型判が採用されて

いる。 

○臨場感あふれる写真で、子ども

の活動意欲が引き出されるよ

う配慮されている。また、魅力

的なイラストで、活動内容や活

動の流れがわかりやすく表現

されている。 

 

○漢字には全て振り仮名が付け

られている。 

 

○『誰にでも見やすくわかりやす

い教科書になるように、ユニバ

ーサルデザインの視点を取り

入れ、色使いやレイアウトなど

に配慮して編集しています。』

『見やすいユニバーサルデザ

インフォントを採用していま

す。』と表記されている。 

教育出版 

せいかつ 

みんななかよし 

なかよしひろがれ 

○「知識・技能」の習得について、作っ

たおもちゃの特徴を学習カードにま

とめる活動が『うごくおもちゃを作

ろう』に設定されている。 

 

○「思考力・判断力・表現力等」の育成

について、和菓子屋で働く方の笑顔

の秘密を見つける方法を考える活動

が『もっと知りたいことを話そう』に

設定されている。 

 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵養

について、学校探検で学んだ気付き

を家族に伝える活動が『もっともっ

としりたいな』に設定されている。 

○［思いやる力］の「いのちの大切さ」

について、生き物を飼う際に生き物

の気持ちになって接する活動が 

『生きものをさがそう』に設定されて

いる。 

 

○［たくましく生きる力］の「公共心」

について、道路の歩き方、横断歩道で

のマナーを守って町探検を行う活動

が『たんけんの計画を立てよう』に設

定されている。 

 

○［社会とかかわる力］の「働くことの

大切さ」について、靴屋や図書館で働

く方のやりがいをインタビューする

活動が『えがおのひみつをさぐろう』

に設定されている。 

○スタートカリキュラムで幼児期

からの学びを小学校教育へとつ

なげる内容となっており、幼児

期の終わりまでに育ってほしい

１０の姿がイラストとともに掲

載されている。 

 

○単元導入「わくわくスイッチ」

で、子どもの多様な思いや願い

を言葉にして、一人一人が学習

の動機付けができるように工夫

されている。 

 

○各単元末に一人一人が学んだ気

付きを共有する「なにをかんじ

たかな」が設定され、意欲や自

信をもって次の学習につなげら

れる内容となっている。 

○教科書の二次元コードからリン

クするコンテンツ「まなびリン

ク」により、子どもたちの学びを

深め、広げるよう工夫されてい

る。動画・ワークシート・デジタ

ルずかんの３種類のコンテンツ

が用意されている。 

 

○上巻には学校生活に関する『わ

くわくどきどきしょうがっこ

う』など９単元、下巻には身近な

地域に関する『まちが大すきた

んけんたい』など７単元で構成

されている。 

 

○判型はＡ４判が採用されてい

る。 

○イラストや写真に様々な国籍

の児童や障害のある児童が掲

載されており、教室内の多様性

と自分らしさを大切にする配

慮がされている。 

 

○目にとまるさまざまな箇所に、

SDGsマークがあり、持続可能な

社会に向けて一人一人に自分

にできることに気付かせる工

夫がされている。 

 

○『色覚の個人差を問わず、より

多くの人に見やすいカラーユ

ニバーサルデザインに配慮し

ています。』『見やすさ・読みや

すさに配慮したユニバーサル

デザインフォントを使用して

います。』と表記されている。 

 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 生活 】 №【３／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

光村図書出版 

せいかつたんけんたい 

はじめてがいっぱい 

はっけんだいすき 

○「知識・技能」の習得に関連して、『じ

まんのおもちゃにしよう』に、友達と

動きを確かめながら、おもちゃを作

る活動が設定されている。 

 

○「思考力・判断力・表現力等」の育成

に関連して、『しらべたことをまとめ

よう』に、町探検で調べたことを新聞

やポスターなどでまとめる活動が設

定されている。 

 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵養

に関連して、『こんなにせいちょうし

たんだね』に、生活科の学習を振り返

り、支えてくれた人を思い出す活動

が設定されている。 

 

 

○「思いやる力」の「いのちの大切さ」

に関連して、ダンゴムシの赤ちゃん

が生まれたことを発見する活動が

『生きものをくわしく見てみよう』

に設定されている。 

 

○「たくましく生きる力」の「公共心」

に関連して、町を探検する時のルー

ルやマナーを考える活動が『春のま

ちたんけんさくせんかいぎ』に設定

されている。 

 

○「社会とかかわる力」の「働くことの

大切さ」に関連して、働く方が行って

いる工夫をインタビューする活動が

『まちの人の話を聞きに行こう』に

設定されている。 

 

 

○スタートカリキュラムとして、

「いちねんせいがはじまるよ」

が設けられており、絵を見て話

し合い、学校でやってみたいこ

とを考える活動が設定されてい

る。 

○主体的・対話的で深い学びにつ

いて、全小単元に「ふりかえろ

う」コーナーが設けられ、内容

のまとまりごとに児童自らが

「情意面」「資質・能力の面」か

ら捉え直すことで、自身の学び

や変容を自覚できるように工夫

されている。 

○振り返りページで、まずは対話

の中の振り返りで獲得した学び

を言語化し、次に個人で単元全

体を振り返り、まとめることで、

気付きを自覚している児童の姿

が示されている。 

○上巻には学校生活に関する『な

かよしいっぱいがっこうたんけ

ん』など９単元、下巻には身近な

地域に関する『まちをたんけん

大はっけん』など９単元で構成

されている。 

○季節に沿って構成・配列されて

いる。 

○別冊資料編「ひろがるせいかつ

じてん」の分冊がある。 

○上巻末には、生き物図鑑「きせつ

のなかまたち」がある。 

○１人１台端末を活用する学習活

動が『あんぜん』などに示され、

動画などにつながる二次元コー

ドが掲載されている。 

○判型はＡ４判 

○「見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザイン書体を

使用しています。」と記載され

ている。 

 

○全ての漢字にふりがなが付い

ている。 

 

○ヨシタケシンスケ氏の絵と言

葉で、伸び伸びと自分らしく学

んでいる児童の姿が表現され

ている。 

新興出版社啓林館 

わくわく 

いきいき 

せいかつ 

○「知識・技能」の習得に関連して、『自

分でおもちゃを作ってみよう』に友

達と話し合いながら身近にある材料

でおもちゃを作る活動が設定されて

いる。 

 

○「思考力・判断力・表現力等」の育成

に関連して、『なつのあそびをたのし

もう』に水遊びをする際に、遠くに水

を飛ばすための工夫を考える活動が

設定されている。 

 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵養

に関連して、『自分のせい長をまとめ

よう』に１年生に本を読んであげた

ことなどを振り返り、巻き物にまと

める活動が設定されている。 

 

 

○「思いやる力」の「いのちの大切さ」

に関連して、生き物を元いた場所に

返すことがよいかを考える活動が

『はっ見したことをつたえ合おう』

に設定されている。 

 

○「たくましく生きる力」の「公共心」

に関連して、町探検をする際のルー

ルやマナーを考える活動が『こんな

ときどうしよう』に設定されている。 

 

○「社会とかかわる力」の「働くことの

大切さ」に関連して、駅員に仕事で大

切にしていることをインタビューす

る活動が『町の人に聞いてみよう』に

設定されている。 

 

○スタートカリキュラムとして、

「すたあとぶっく」が単元に設

定され、幼児期の学びや育ちを

小学校に丁寧につなぎ、安心し

て学校生活が始められるように

配慮されている。 

○『めくり言葉』には、「次はこう

したい」「もっとこうしたい」と

いう次の活動に向けての想いや

願いが例示されており、活動が

単発にならず、学びが連続的・

発展的に深まるように工夫され

ている。 

○見付ける、比べる、たとえる、

試す、見通す、工夫するなどの

多様な学習活動の例「まなびの

ひんと」が示されており、児童

が思考を働かせ、深い学びが実

現できるようになっている。 

○上巻には学校生活に関する『い

くぞ！がっこうたんけんたい』

など９単元、下巻には身近な地

域に関する『町のすてきつたえ

たい』など９単元で構成されて

いる。 

○季節に沿って単元構成されてい

る。 

・「びっくりずかん（ビジュアル図

鑑）」「がくしゅうずかん（巻末資

料」がある。 

○上巻巻頭に「すたあとぶっく」下

巻巻末に「ステップブック～み

らいにむかって～」がある。 

○１人１台端末を活用する学習活

動が『めがでるようす』などに示

され、動画などにつながる二次

元コードが掲載されている。 

○判型はＡＢ判 

○「見やすいユニバーサルデザイ

ンフォントを採用しています」

と記載されている。 

 

○全ての漢字にふりがなが付い

ている。 

 

○多様な人々と分け隔てなく関

わるようすが写真やイラスト

で示されている。 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 音楽 】 №【１／１】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

教育出版 

小学音楽 

音楽のおくりもの 

○「知識・技能」の習得について、リ

ズムや旋律など「音楽を形づくって

いる要素」が『「音楽のもと」まと

め』などに掲載されている。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育

成について、思いや意図を生かした

表現を考えるなどの学習活動が『学

びナビ』に設定されている。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養について、４～６年では、専門家

からのメッセージが表紙裏の『体で

伝え合おう！音楽の楽しさ』などに

掲載されている。 

○〔思いやる力〕の「豊かな心」につ

いて、『全校合唱』が全学年に２曲

掲載されている。学年に応じた参加

の仕方ができるよう学年に応じてパ

ートが担当でき、他者を意識するこ

とができる。 

○〔たくましく生きる力〕の「コミュ

ニケーション能力」について、『心

と心をつなぐ音楽』などに様々な人

が音楽に親しみ、共有する喜びが掲

載され、持続可能な社会のために音

楽を通じて何ができるかを考える機

会を設けている。 

○〔社会とかかわる力〕の「自然や人

とのふれあい体験」について、『自

然のうた』『こころのうた』『季節の

うた』や美しい風景の写真が掲載さ

れている。 

○積極的に新曲を取り入れ、興

味・関心を高める題材づくりと

なっている。 

○速さやリズムをとらえるため

に、実際に体を動かす学習活動

が設定され、体験学習を重視し

ている。 

○『ショートタイムラーニング』

として、短時間の学習で外国語

や算数に親しむ歌が全学年の学

習状況に合わせて掲載されてい

る。 

○感染症拡大防止に配慮し、学習

活動を進める上で気をつける視

点を示している。 

○二次元コードを通じ、『まなび

リンク』を活用できる。動画が

充実しており、楽器の奏法が繰

り返し確認できる。ワークシー

トの活用が容易である。 

○「学習マップ」が全学年の巻頭

に掲載され、学習の見通しを示

しながら、各題材で学習する内

容をわかりやすく示している。

さらに、３年生以上では、「学

習の進め方」コーナーを設け、

それぞれの学習の目的や留意点

を簡潔に示している。 

○判型 A4変型判。 

○歌詞の内容が見開きや折り込

み３ページにわたって掲載さ

れ、美しいビジュアルで表現

されている。日本の美しい自

然や四季を感じ取れる。 

○親しみやすいイラストを適切

に用いて、学習を進める上で

一助となる。 

○リコーダーの運指を児童の目

線からの視点の写真で掲載し

たり、鍵盤ハーモニカを実物

大で掲載したりして、誰もが

理解しやすい。 

○見やすさ読みやすさに配慮し

たユニバーサルデザインフォ

ントを使用している。 

教育芸術社 

小学生の音楽 

○「知識・技能」の習得について、リ

ズムや旋律など「音楽を形づくって

いる要素」が「ふり返りのページ」

に掲載されている。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育

成について、『このような音楽にし

たい』などと『思いや考え』をもつ

学習活動が『考える』に設定されて

いる。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養について、３～６年では、専門家

からのメッセージが表紙裏などに多

様な写真とともに掲載されている。 

○〔思いやる力〕の「豊かな心」につ

いて、表現豊かに歌う学習活動が

『音楽で思いを伝えよう』などに掲

載されている。 

○〔たくましく生きる力〕の「コミュ

ニケーション能力」について、児童

の考えが吹き出しなどに掲載され、

自分の思いなどを伝え合う学習活動

が設定されている。 

○〔社会とかかわる力〕の「自然や人

とのふれあい体験」について、裏表

紙に日本各地の文化、地域の芸能に

ついて掲載されている。共通教材を

『こころのうた』とし、ふれあいを

歌い継ぐ気持ちを高めている。 

○選曲が児童の発達段階にあって

いる。各学年のつけたい力を意

識できる。 

○歌い方に注目してまねて歌って

みるといった体験型の鑑賞学習

を通して、地域に伝わる音楽に

親しむとともに、子どもたちの

興味関心に応じて調べ学習がで

きる教材となっている。 

○他教科との関連として、英語を

取り入れた歌が３年生以上で掲

載されている。また、６年生の

社会科に関連して、『著作権に

ついて知ろう』として、つくっ

た人の権利について掲載されて

いる。 

 

○基礎基本を大切にした構成にな

っている。特に、鍵盤ハーモニ

カやリコーダーでは、息の使い

方を丁寧に扱い、演奏の基礎と

なる奏法を身につけることがで

きる。 

○題材ごとに「見つける」「考え

る」「歌う・演奏する」の視点

が明確に示され、児童が見通し

を持って学習に取り組むことが

でき、音楽的な見方・考え方が

より働く構成となっている。 

○後半に「みんなで楽しく」とし

て選択可能な曲が紹介されてい

るので、児童の実態に応じて活

用できる。 

○『音楽づくり』では、二次元コ

ードから１人１台端末を活用

し、学習活動を進められるコン

テンツが有効である。 

○判型はＡ４変型判。 

○鍵盤ハーモニカを演奏する際

の手順やリコーダーの運指

図、息の使い方の図など、わ

かりやすく掲載されている。 

○「音楽づくり」や鑑賞の教材

では、絵譜がわかりやすく示

され、視覚的にとらえやす

い。 

○色覚特性に適応したデザイン

となっている。 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 図画工作 】 №【１／２】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

開隆堂出版 

ずがこうさく 

〇学習指導要領における児童に育成し

たい資質や能力に関わる３つの目標

について、キャラクターを用いて整

理している。 

〇各題材では３つの目標の内、1つを

中心的な目標として強調して示し、

主な目標に対応したキャラクターが

活動のポイントをアドバイスし、児

童の活動を支援している。 

〇「知識・技能」の習得において、

『くふうさん』というキャラクター

が形や色、方法や材料を工夫できる

ように示している。 

〇「思考力・判断力・表現力」の育成

に関して、『ひらめきさん』という

キャラクターが発想や構想、鑑賞で

見方を広げることができるように示

している。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、『こころさん』という

キャラクターが心を開いて楽しく活

動し、友達とかかわったり、協力し

合ったりすることを促している。 

〇カリキュラム・マネジメントについ

て、題材ごとに「国語」「道徳」な

ど関連する教科とその内容が示され

た『あわせて学ぼう』が掲載されて

いる。 

 

 

 

 

〇「思いやる力」に関連して、第１・ 

２学年上『ようこそあたらしい１ね

んせい』では、制作した作品を飾

り、入学してくる新１年生への歓迎

の思いを表す題材が設定されてい

る。 

〇鑑賞活動において、自他の違いを認

め、その違いを共感的に受け止め 

るなどの相互理解の場が設定されて

いる。 

〇「たくましく生きる力」に関連し

て、現代的な諸問題に関連する題材

に、SDGsマークで示されたコラムが

掲載されている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、

第３，４，５，６学年には、図画工

作の学習が生活や社会とつながって

いることが示された『つながる造

形』が掲載されている。 

〇６年生の最後には、６年間の学習を

振り返るとともに、中学校への接続

や、図画工作で学んだことを生かし

て社会で活躍する様々な職業の人を

取り上げた『未来へつながる図画工

作』を設けている。 

 

〇第１・２学年では、幼児期の造

形活動の写真、幼稚園教諭から

のメッセージと児童の言葉『わ

くわくするね』が掲載され、幼

児期の学びが円滑に接続できる

ようにしている。 

〇言語活動の充実に関して、児童

作品の作品名の下に、作品につ

いてのコメントが掲載されてい

る。 

〇第３・４学年下『学校もりあげ

ますコット』では、つくったマ

スコットを見せ合い、伝え合う

ことを楽しむ活動が設定されて

いる。 

〇情報活用能力の育成に関して、 

第５・６学年では、プログラミ

ングを生かして動いたり、音を

出したりする児童の作品が掲載

されている。『学びの資料』で

は、『タブレットたんまつを使

おう』が掲載されている。 

〇各学年とも『みんなのギャラリ 

ー』のコーナーを設定してお

り、地域の伝統文化や材料など

を生かした造形活動が掲載され

ている。 

〇各学年の巻末に『学びの資料』

を設け、材料や用具に関する創

造的な技能、造形的な見方・考

え方を身に付けるためのサポー

トとしている。 

〇Ａ４判で主に各題材を見開き 

ページで構成している。すべて

の題材が左上から『用具・材

料』『学習のめあて』『題材名』

『学習を促すリード文』」で構

成されている。下段には、『タ

ブレットたんまつで見てみよ

う』『かたづけ』『ふりかえり』

『あわせて学ぼう』で構成さ

れ、学習の流れが分かるように

している。 

〇各学年の内容（造形遊び、絵、

立体、工作、鑑賞）の配置がバ

ランスよく、児童が様々な造形

体験、材料体験を深めることが

できるように設定されている。 

〇目次ページにその学年の題材一

覧が写真とともに掲載され、各

題材の授業目標と内容の全体構

成が視覚的に俯瞰でき、学習の

見通しが立てやすいように構成

されている。 

〇各題材に、『タブレットたんま

つで見てみよう』として様々な

コンテンツが利用できるように

なっている。各学年に『タブレ

ットたんまつを使おう』が掲載

され、発達段階に応じたコンテ

ンツの活用例を示している。 

〇各題材には QRコードを掲載

し、学習に効果的なコンテンツ

の提供がなされている。 

〇題材の内容（領域）を色とマ

ークで示し、各題材の冒頭

に、学習のめあてが示され、

具体的な児童の姿を掲載して

いる。 

〇文字は誰にでもわかりやす

く、読みやすいようにデザイ

ンされたユニバーサルデザイ

ンフォントを使用し、学年に

応じて文字の大きさを調整し

ている。 

〇カラーユニバーサルデザイン

の視点から、色覚の個人差を

問わず、できるだけ多くの児

童が見やすくなるように配慮

している。 

〇掲載されている作品には図版

番号を付し、図版に注目させ

やすくしている。 
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教 科 名【 図画工作 】 №【２／２】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成 ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

日本文教出版 

ずがこうさく 

〇「知識・技能」の習得に関して、巻

末に材料の特徴や道具の使い方、基

礎的な技能などを扱った『材料と用

具のひきだし』が掲載されている。

また、「知識及び技能」の習得に関

する『学習のめあて』が、題材ごと

に手のマークで示されている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、作家の作品や伝統文化

などを鑑賞する学習活動を『教科書

美術館』に設定している。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、学びを次の活動にどう

つなげるかを考える学習活動を『ふ

りかえり』や各下巻の『図画工作で

の学びをふり返ってみよう』『どん

なことしたかな』などに設定してい

る。 

〇表現及び鑑賞の全題材や、特設ペー

ジにおいて、美しいものや優れたも

のに触れ、豊かな情操と道徳心を養

うことができるよう工夫している。

また、体全体を使った活動を多く取

り入れ、健やかな身体を養うことに

も配慮している。 

〇一人ひとりの価値を尊重し、その能

力を伸ばし、創造性を培うことがで

きるよう、図画工作科の目標を共有

するオリエンテーションページを設

けている。 

〇「思いやる力」に関連して、鑑賞活    

 動での作品の味わい方や対話的な学

習活動が『友だちと作品を見て話そ

う』などに設定されている。協働的

な学習活動を『アート・カードをた

のしもう』に設定している。 

〇「たくましく生きる力」に関連し

て、第３・４学年と第５・６学年で

は、現代的な諸課題に関連する題材

の『つながる学び』に『SDGs』を掲

載している。材料の有効活用などが

示された『かたづけ』などに掲載さ

れている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、

第１・２学年では、つくったおもち

ゃで家の人や地域の人と遊ぶ様子、

第３・４学年では、校内や野外、地

域での展示、第５・６学年では、地

域と連携した図画工作の活動などを

『つながるずこう』『広がる図工』

に掲載している。 

〇学校段階間の円滑な接続につい

て、第１・２学年では、幼児期

の造形活動の振り返り『どんな

ことすきだった？』を掲載し、

幼児期の造形活動とのつながり

を示す題材を掲載している。 

〇他者と協働する力について、第

３・４学年では、協働的に取り

組める題材や、互いの作品や活

動について話し合い、認め合う

様子を多く掲載している。 

〇体験活動の充実について、第

５・６学年では、自然の中で行

う活動の『自然を感じるすてき

な場所で』や学校の校舎などを

生かした活動を『糸から生まれ

るわたしの空間』などに設定し

ている。 

〇情報活用能力の育成について、

第３・４学年と第５・６学年で

は、表現方法の例として、プロ

グラミングの作品やプログラミ

ングの手順を掲載している。ま

た、第３・４学年と第５・６学

年の『材料と用具のひきだし』

では『ICTの活用』を掲載して

いる。 

〇カリキュラム・マネジメントに

ついて、題材ごとに『国語』

『社会・道徳』『SDGs』など関

連する教科等名などが示された

『つながる学び』を掲載してい

る。 

 

〇Ａ４判で主に一題材を見開き２ 

ページで構成している。作品や

写真をより大きく見やすく、イ

ンパクトをもたせて掲載してい

る。情景写真と作品例は、子ど

もの姿を示している。 

〇すべての題材において、造形的 

な見方・考え方を一人ひとりが 

発揮している姿を、活動の姿の 

随所に吹き出しの言葉を使って 

示している。 

〇各巻とも、１年の流れに沿っ

て、行事や季節に応じて題材を

選択できるよう配列している。 

〇題材の分類は、「造形遊びをす

る」「絵に表す」「立体的に表

す」「工作に表す」「鑑賞する」

活動の５つの分野で構成され、

それぞれの分野の中で、児童の

発達に十分配慮した材料や用具

を取り扱っている。 

〇ＩＣＴを活用して、学習を効果 

的に進められるように、デジタ 

ルマークを付けた題材では、ウ 

ェブサイトにコンテンツがあ 

る。 

〇題材の内容（領域）を形と色

で示し、各題材の冒頭に、学

習のめあてが示され、具体的

な児童の姿を掲載している。 

〇特別支援教育・ユニバーサル

デザインに対応していて、学

年に合わせて文字の大きさが

調整されている。誰もが見や

すい見分けやすい配色による

デザインになっている。 
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教 科 名【 家庭 】 №【１／２】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

東京書籍 

新編 新しい家庭 

５・６ 

私がつくる 

みんなでつくる 

明日をつくる 

○「知識・技能」の習得について、学

習の目標と評価を重視し、すべてに

「学習のめあて」「ふりかえり」を

設け、学習内容が定着できるように

設定されている。さらに技能習得に

終わらないように実生活で生かせる

ような配慮もされている。 

○「思考力・判断力・表現力」の育成

について、すべての大題材を３つの

ステップで展開し、問題解決的に進

められ、実生活に役立つように工夫

されている。様々な学習活動を通し

て児童の思考力・判断力・表現力が

育成されるよう配慮されている。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、大題材の導入で大きな

イラストや写真で自分なりの課題が

設定でき、学習の見通しが立てられ

るような学習の流れを示し、意欲を

もって学習が継続できるように配慮

されている。 

○「思いやる力」に関連して、「あな

たは家庭や地域の宝物」では、地域

の方々との関わりから様々な活動を

工夫することによって他者への思い

やりの心を育めるよう設定がされて

いる。 

○「たくましく生きる力」に関連し

て、消費者としての基本的な知識や

態度が身につくような学習活動が

「SDGsでつくる私たちの未来」に設

定されている。 

○「社会とかかわる力」に関連して、

コラム「プロに聞く！」では家庭科

に関連する職業の方へのインタビュ

ー記事が掲載され、将来の仕事や生

活への興味が高まるよう工夫されて

いる。また、２年間の学びの記録が

見開きであり、「成長の記録」のポ

ートフォリオとして活用することで

キャリア教育にもつながっている。 

○プログラミング教育の視点か

ら、「くらしの中のプログラミ

ング」として、プログラミング

を使って家庭の仕事を手伝って

くれている家電が紹介されるな

ど、身近にある家電とプログラ

ミングの共通点について触れら

れている。 

○５年生の早い段階で SDGsの視

点が持てるように特設ページが

新設されている。 

○学習に役立つメモがページ下に

書かれていて見やすい字の大き

さになっている。 

○学年末に「まとめ」のページを

設定し、できるようになったこ

とが実感でき、学習意欲を高め

ることができる。 

○関連する他教科の学習内容や中

学校の技術・家庭が掲載され、

関連性がわかりやすい。 

○IHクッキングヒーターの使い

方も資料として詳しく掲載され

ている。 

○日本の伝統コーナーが随所に特

集され、内容が充実していてわ

かりやすい。 

○地域とのオンライン交流の場な

どが掲載され、人との関わりを

大切にした取り組みが考えられ

る。 

 

 

 

○ユニバーサルデザイン教科書体

を採用し、字形を判別しやす

く、読み間違いを防いでいる。 

○右ページに大題材ごとのマーク

がインデックスされ、目的とす

るページを見つけやすくなって

いる。 

○表紙には防水加工により２年間

の使用に耐えられるように装丁

されている。 

○見開きの「成長の記録」のペー

ジから２年間を見通したポート

フォリオとなり、自己肯定感を

高められる。 

○５年生の題材が８個、６年生の

題材が７個で構成されている。 

○１つの実習を見開きで概観する

ことができ、開いた状態が保ち

やすいため、実習時にも有効で

ある。 

○十分な強度を保ちつつ軽量化し

た再生紙を使用している。 

○巻末に実物大資料が写真で多

く掲載され、大きさの感覚が

つかみやすくなっている。 

○デジタルコンテンツが多数あ

り、紙面とデジタルコンテン

ツで繰り返し確認することで

知識や技能を確実に修得する

ことができる。 

○左利きの児童にも配慮した基

礎技能動画や写真が充実して

いる。 

○大題材を構成するステップ１

～３のすべてに「めあて」「計

画・実践」「ふり返ろう」を設

定し、児童が確実にステップ

を踏んで学習が進められるよ

うになっている。 

○生活の課題を考えさせたり押

さえるべきポイントを投げか

けたりするところはキャラク

ターの吹き出しになってい

る。 

○押さえる基礎・基本は「でき

たかな？」の囲みで確認でき

る。 
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開隆堂出版 

わたしたちの家庭科 

５・６ 

○「知識・技能」の習得について、

「学習のめあて」から始まり、課題

解決型学習を通して創意工夫する力

を養う「生かす・深める」までの活

動が設定されている。 

○「思考力・判断力・表現力」の育成

について、「話し合おう」「調べよ

う」「考えよう」「やってみよう」等

の課題が適切に配置され、交流しな

がら課題に取り組む場面が随所に設

定されている。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、長期休暇や学校行事を

利用し取り組む「生活の課題と実せ

ん」は、課題設定から実践の評価と

その改善策に至るまでの５つのステ

ップなどを示しながら主体的に取り

組むことができるよう工夫されてい

る。 

○「思いやる力」に関連して、『いっ

しょに「ほっとタイム」』では離れ

ている家族とオンラインでコミュニ

ケーションをはかったり、日本の特

徴的な地域のおやつの他、世界のほ

っとタイムの過ごし方についても触

れたりするなど、国際的な視点をも

たせるとともに、他国の文化を尊重

する心情を養うことができるよう設

定されている。また、様々な人とコ

ミュニケーションをはかるための工

夫がされるなど、インクルーシブ教

育の視点が含まれている。 

○「たくましく生きる力」に関連し

て、持続可能な社会を作る消費者の

一員として児童の意識が高まるよう

な学習活動が「できることからはじ

めて、持続可能な生活をつくる」に

設定されている。 

○「社会とかかわる力」に関連して、

「キャリアでつなぐ、持続可能な未

来」では、学習内容に関連し、持続

可能な社会への実現に向けた取り組

みで仕事をしている人を取りあげ、

キャリア教育につなげている。 

○様々な年代や国籍など多様なキ

ャラクターが登場し、多様性を

認め合いながら共生の視点に気

づくことができるよう配慮され

ている。 

○生活の見方、考え方が４つの視

点で示されていて、各題材の重

視する視点が明確に示されてい

る。 

○「キャリアインタビュー」の形

で学習内容と密接につながる職

業の方々から児童に向けたメッ

セージが掲載されている。 

○個々の主体性を尊重して、児童

の興味・関心を自分の言葉で記

述できるスペースを設け、授業

につなげることができる。 

○「生活の中のプログラミング」

では、プログラミングされた家

電などが紹介され、家庭の仕事

に役立つ機械がどのように動い

ているのかという視点を与えて

いる。また、効率よくご飯とみ

そ汁を作るための作業手順も考

えられる工夫がされている。 

○SDGsの視点で５年生と６年生

の学習のつながりが意識できる

ようになっている。 

○巻末に「実習に役立つワンポイ

ント」として食事のマナーの基

本なども写真や図などでわかり

やすく説明されている。 

 

 

 

○ＡＢ版からＡ４版になり、写真

やイラストが大きくなったこと

でわかりやすい紙面になってい

る。 

○特別支援教育の視点を取り入

れ、支援の必要な児童が学習上

の負担を感じることがないよう

に配慮された「ユニバーサルデ

ザインフォント」が採用されて

いる。 

○スモールステップで構成され、

簡単なものから繰り返していく

ことで着実に知識・技能を身に

つけられるようになっている。 

○主体的・対話的で深い学びを実

現するために３つのステップで

学びに取り組めるようになって

いる。 

○５年生の題材 11個、６年生の

題材が９個で構成されている。 

○目次に SDGsを紹介し、題材中

で SDGs のゴールについて考え

る課題が設けられている。 

 

○巻末に実物大資料が写真で掲

載され、切る大きさの感覚な

どがつかみやすくなってい

る。 

○課題解決の手掛かりとなる例

示 

や写真、イラストなどが適切

に 

記載されている。 

○二次元コードから読み取る動

画、活動、資料のコンテンツ

が全体的に配置されていて、

学習活動との一体化がはから

れている。 

○文の意味をつかみやすくする

た 

め、１つの単語が行をまたが

な 

いよう配慮されている。 

○環境に関わる内容を扱う箇所

には「環境マーク」がつくな

ど、消費者教育、防災など多

数のアイコンやマークを設

け、紙面が分かりやすくなる

工夫がされている。 

○巻末に防災・安全・衛生につ

いて児童に寄り添ったＱ＆Ａ

が掲載され、わかりやすく説

明されている。 

○食物アレルギーにも配慮され

た内容が掲載されている。 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 保健 】 №【１／５】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

東京書籍 

新編 新しい保健 

〇学習指導要領において示された「資 

質・能力」の３つの柱で整理された 

目標を踏まえ、単元ごとに「豆知 

識」で必要な知識を補いつつ、学習 

の最後に穴埋め形式のまとめが設定 

されている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」に関

して、学習が「ステップ１～４」と

いう流れで作られている。  

〇「学びに向かう力・人間性等」に関

して、学習の最後に「まとめる・生

かす」という活動を通して、これか

らの生活につながるようにしてい

る。 

〇「思いやる力」に関連して、命の大 

切さや自己の成長について学習でき

るようにするため、赤ちゃんの写真 

や１歳の頃の手形・靴の写真を掲載

している。 

〇「たくましく生きる力」に関連し

て、感染症の予防方法や歯周病の歯 

茎と健康な歯茎との比較を写真や絵 

で表現している。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、

地域の保健活動の職種やどのような

活動をしているかなど写真で表現し

ている。また、「ユニバーサルデザ

イン」の説明や様子なども写真で掲

載している。 

〇言語活動の充実に向けた手立て

として、自分ごととして捉えて

思考する場面を随所に設定して

おり、立場を明確にして取り組

む活動が取り上げられている。

また、他の人の意見を聞いて、

考えたことや分かったことを記

述する部分も設けている。 

〇生活リズムのチェックシートが

あり、実際に自分の生活をチェ

ックすることで、生活課題を見

つけることができる設定となっ

ている。 

〇「心の健康」の最後に、自分の

気持ちを伝えるロールプレイが

設定されている。 

〇健康課題に対応した「資料」の

ページが充実している。 

〇インクルーシブ教育への配慮と

いう視点から共生への配慮とし

て、さまざまな場面で多様な人

との関りとの例を示している。 

〇主体的・対話的で深い学びとな

るように、「ステップ１～４」

で構成され、児童が学習の流れ

をつかみやすいよう工夫されて

いる。また、「つなげようマー

ク」によって、他教科と関連で

き、教科等横断的に進められる

ような場面が随所に見られる。 

〇各学年の単元において、学習活 

動を保障できる十分な文章があ

り、偏りなく配分されている。 

〇全児童の色覚特性に配慮されて

いる。 

〇Ａ４判で、耐久性に優れ、軽量

な紙を使用している。また、記

入スペースを多くし、教科書を

ワークシートのように活用する

ことができる。 

 

〇学習の課題や方法等がステッ

プによって示されている。ま

た、児童の気づきを促した

り、理解を深めたりするため

の写真が大きく、複数取り上

げられている。また、キャラ

クターの吹き出しで、アドバ

イス等が書かれている。 

大日本図書 

新版 たのしい保健 

〇「知識・技能」の習得に関して、運

動・食事・休養・睡眠の関係が見開

き２ページにわたって掲載されてい

て、児童にわかりやすいよう整理さ

れている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」につ

いて、児童同士で話し合う場面が随

所に設定されている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」に関 

しても、「もっと知りたい！」コー

ナーを設け、様々な資料が 掲載さ

れている。 

〇「思いやる力」に関連して、エイズ 

に関しての正しい理解と、共に生き

ていく大切さなどの共生の観点から 

掲載されている。 

〇「たくましく生きる力」に関連し 

て、自分の生活をチェックする項目 

が設けられており、健康教育の観点 

から学習することができるようにな

っている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、 

安全マップを作成し、地域や家庭に 

も生かしていくようにする態度を養

う項目が設定されている。 

〇言語能力の育成という視点から 

「話し合おう」という項目が随

所に設けられていて、児童自身

の考えを伝えられるよう設定さ

れている。また、学校段階間の

円滑な接続に関して、中学校２

学年で学習する自然災害から身

を守ることについて考えられる

ように、様々な被害の写真が掲

載されている。 

〇情報の活用力の育成に関して、

動画や資料を活用して、学習を

進める手立てが記載されてい

る。 

〇各学年の単元において、学習活 

動を保障できる十分な文章があ

り、偏りなく配分されている。 

〇Ａ４判で、「環境に配慮した紙

と植物性油インキを使用してい

ます。表紙は丈夫で汚れにくく

なるよう加工し、光触媒を利用

した抗菌・抗ウイルス処理をし

ています。」と表示されてい

る。また、教科書から利用でき

るウェブコンテンツの一覧が掲

載されている。 

〇学習内容について、見開きの

イラストで大きく取り上げら

れている。また、うさ先生や

児童のキャラクターの吹き出

しで、発問やアドバイスが示

されている。 

 

 

 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 保健 】 №【２／５】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

大修館書店 

新 小学校保健 

 

〇「知識・技能」の習得に関して、学

習がステップ１～３に分けられてお

り、段階的に取り組むことができ

る。 重要語句についても太字で明

確に記載されている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、『考えよう』『話し合お

う』『調べよう』という項目が設定

されており、自己の課題を解決する

ための活動が設定されている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵 

養に関して、これからの生活につな

げる意欲を高めることができるよ

う、単元ごとに学習をふり返るペー

ジが１ページ設けられている。 

〇「思いやる力」に関連して、『みんな

ちがってみんないい』というページ

が設けられており、多様性の尊重が

強調されている。また、「個人差」と

いう言葉が繰り返し登場し説明書き

があるなど、個人差への配慮が見ら

れる。 

〇「たくましく生きる力」に関連して、

『体育の窓』では運動領域の学習内

容を取り上げ、運動と健康との関連

についての具体的な取り組みが随所

に設けられている。また、スポーツ選

手の自身の経験を交えながら、心身

の健康の重要性について語る内容が

取り上げられている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、教

科書の扉には『生活の中のほけんを

さがそう！』で身近な生活の中に関

わる保健施設や安全について考える

項目が設けられている。 

〇主体的・対話的で深い学びとな

るように、各単元の扉のページ

には、著名人とキャラクターの

対話が取り上げられており、こ

れから学ぶことへの興味や関心

を高め、学習の見通しをもたせ

る内容となっている。 

〇他教科との関連等に関して、他 

の教科とのつながりを示すマー

クを使用し、関連する教科の学

習内容が掲示されている。 

〇言語能力の育成について、イラ

ストや写真を見て互いに考えた

ことを交流し合う活動『話し合

おう』が設定されている。 

〇各時間の最後にウェブクイズが

用意されている。学習した後に

クイズで内容をふり返り、確認

することができる。 

〇体験活動の充実について、「呼

吸法」や「体ほぐしの運動」が

授業時間内に設定されている。 

〇現代的な課題への対応につい

て、スマホ依存症や新型コロナ

ウイルス感染症、ICTと健康な

どの問題が取り上げられてい

る。 

〇各学年の単元において、学習活 

動を保障できる分量であり、偏

りなく配分されている。 

〇「呼吸法」や「体ほぐしの運

動」などが掲載されており、技

能の実習を重視した構成となっ

ている。 

〇各単元に資料ページが掲載され

ており、『発展的な学習内容』

が集約されている。 

〇判型はＡ４判が採用されてい

る。 

〇QRコンテンツから読み取って動

画を利用できる。 

・文節改行が導入されており、

読みやすさの工夫が見られ

る。 

・国籍の多様性を意識した児童

のイラストが随所に見られ

る。また、男女の役割を固定

しないように配慮していると

記載されている。 

・思春期特有の性に対する強い

羞恥心や抵抗感を和らげるた

めに、「体に表れる変化」では

着衣のイラストを採用してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 保健 】 №【３／５】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

文教社 

新 わたしたちの保健 

〇「知識・技能」の習得に関して、学ぶ

項目が色つきの枠内にまとめられて

おり、キーワードは太字で表記され

ている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育成

に関して、資料をもとに調べ、考える

学習が『Stage②』に設定されている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵養

に関して、これからの生活につなげ

る意欲を高めることができるよう 

に、各単元末に『わたしのけんこう宣

言』のページが設定されている。 

〇「思いやる力」に関連して、命の大

切さについてより身近に感じること

ができるように、お母さんとお父さ

んの話やお兄さんとお姉さんの実体

験の話などが掲載されている。 

〇「たくましく生きる力」に関連し

て、健康教育の観点からの学習とし

て、生活習慣と健康の関連が図表で

掲載されている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、

「地域の様々な保健活動」として、

『学校』、『家庭』、『消防署』、『警察

署』、『検疫所』、『リハビリ施設』な

ど、様々な観点からの保健活動が取

り上げられている。 

〇主体的・対話的で深い学びとな

るように、各単元のまとめに

『わたしのけんこうせん言』が

設定されている。 

〇言語能力の育成に関して、児童 

が生活や経験を振り返り、課題

を見つけるための考えを記述す

る活動が『Stage①』に設定さ

れている。 

〇学校段階間の円滑な接続に関し 

て、「思春期の体の変化」につ 

いて「中学１年生で初経があっ

た」「中学２年生で精通があっ

た」というコメントが掲載され

ている。 

〇情報の活用力の育成に関して、 

動画などの資料を活用して、学 

習を進める手立てが記載されて 

いる。 

〇児童の学習上の困難さに応じた 

工夫に関して、単元のまとめと 

して、『わたしのけんこうせん

言』で自分の考えをまとめるた

めに、具体的な例示が複数表示

されている。 

〇各学年の単元において、学習活 

動を保障できる分量があり、偏

りなく配分されている。 

〇判型はＡ４判で、「この教科書 

は、カラーバリアフリーを含む

ユニバーサルデザインに配慮し

て編集しています。」と表示さ

れている。 

〇課題解決の支援として、子ども

キャラクターが対話形式をとっ

ている。 

〇単元の終わりには、新しい自分

へのレベルアップとして、記述

欄を設けている。 

〇文章表現や図版等に関して、

児童の理解を深める手立てと 

して、大切な言葉が太字で表 

示されていたり、まとめの文

章が色付きの枠で囲んで表示

されていたりしている。 

〇設定した課題を解決するため

の活動として、『ミッション』

や 『ステージ』という項目に

よって学習を進めていけるよ

うにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 保健 】 №【４／５】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

光文書院  

小学保健 

〇「知識・技能」の習得に関して、学習

の最後に知識を確認できるよう、「学

習のまとめ」の中で、選択形式で言葉

の穴埋めをする活動が設定されてい

る。  

〇「思考力・判断力・表現力等」の育成

に関して、児童が思考しやすいよう

に、児童の視点で問いの投げかけが

随所に設けられている。  

〇「学びに向かう力・人間性等」に関し

て、児童の意欲を高めることができ

るように、『学校医に聞く』等の専門

家からの意見が随所に掲載されてい

る。 

〇「思いやる力」に関連して、『共に

生きる社会のために』として、SDGs

の説明が掲載されている。 

〇「たくましく生きる力」に関連し 

て、食育の観点からの学習として、 

スポーツ選手の例や、国立スポーツ 

科学センターの方の話が取り上げら 

れている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、 

予防接種や健康教室を取り上げた

『保健所や保健センターの活動』が

掲載されている。 

〇主体的・対話的で深い学びとな

る手立てとして、巻頭に「何の 

ために」「何を」「どのよう 

に」学ぶのかが例示されてい

る。  

〇他学年との関連等に関して、学 

習の系統性を明確にするため、

第３・４学年では第５・６学年

の内容を、第５・６学年では第

３・４学年の内容が示されてい

る。 

〇言語能力の育成に関して、児童 

が自分の考えを伝えられるよう 

に、学習活動の中に「話し合お

う」が設けられている。 

〇情報の活用力の育成に関して、 

「デジタル」（動画）などの資

料を活用して、学習を進める手

立てが記載されている。 

〇身近な生活課題を見つける工夫 

に関して、単元のはじめに児童

の生活に寄り添った４コマ漫画

が掲載されている。 

〇現代的な課題を取り上げ、スク

リーンタイムやインターネット

のトラブル、新型コロナウイル

ス感染症などの対応について記

載されている。 

〇「学習の課題」が明確に書かれ

ており、見通しをもって学習に

取り組むことができる内容とな

っている。 

〇判型はＡ４判で「専門家の指 

導のもと、特別支援が必要な 

児童に配慮した内容や構成、 

デザインとしています。」と表 

示されている。 

〇１時間原則見開き１ページの紙 

面構成となっている。 

〇学習を始める前に、どうやって

学んでいくのかを理解するため

に、学習の進め方が具体的に説

明されている。 

〇児童の理解が深まるように、単

元の途中やまとめの前に、「さ

らに広げよう・深めよう」のコ

ーナーが複数に設けられてい

る。 

〇主体的に課題解決に取り組むた

めに、導入でこれまでの経験を

もとに考える「見つけよう」が

設定されている。 

〇文章表現や図版等に関して、 

児童の気づきを促したり、理 

解を深めたりする手立てとし 

て、顔が大きくて表情が明確 

に示されたイラストが掲載さ 

れている。 
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教 科 名【 保健 】 №【５／５】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

Gakken 

新 みんなの保健 

〇「知識・技能」の習得に関して、

『かがくの目』と『ことば』が設定

されている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育 

成に関して、『自ら取り組む』『対話

的な活動』『活用』と学習を３段階

で構成し、身に付けた知識を基に自

己の課題を見つけ、解決する内容と

なっている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵 

養に関して、学習のまとめで、『ふ

り返る→伝える→つなぐ』という 

項目が設けられている。 

〇「思いやる力」に関連して、共生の 

観点からの学習として、様々な人が 

いることに気づくことができるよ

う、心の悩みを考える学習や、友達

のよいところを探す活動が設定され

ている。 

〇「たくましく生きる力」に関連し

て、「みんなの健康を守るための活

動」として学校を支える様々な職種

とその仕事内容が掲載されている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、 

地域貢献活動の観点からの学習とし 

て、けがの手当について、小学生で

もできる救急の通報の仕方が明示 

されている。 

〇主体的・対話的で深い学びとな

るよう、学習内容を明確にする

ための様々なマークが設定さ 

れている。 

〇他教科との関連等に関して、他 

教科の学習も健康に関係してい

ることに気付くよう『つなぐ』

マークが設定されている。 

〇言語能力の育成に関して、児童

が自分の考えを伝えられるよう

に、『説明してみましょう』や

『伝え合ってみましょう』な

ど、協働的に学び合う活動が設

定されている。 

〇学校段階間の円滑な接続に関し 

て、中学校第２学年の「がんの 

予防」で学習する「がん」につ 

いて考える学習が、発展として 

掲載されている。 

〇児童の学習上の困難さに応じた 

工夫に関して、各単元の最後に 

学習のふり返りが３段階による

チェック項目として設定されて

いる。 

〇各学年の単元において、学習活 

動を保障できる分量であり、偏

りなく配分されている。  

〇身近な生活課題を見つける工夫 

に関して、生活リズムの見直し 

について考えるために、１ペー 

ジ分の学習シートが設定されて 

いる。  

〇判型はＡ４判で、「ユニバーサ

ルデザインフォントを使用し、

従来よりも視認性を向上させて

いる」と表示されている。 

〇１時間を「つかむ」「考える、 

調べる、話し合う、説明する」

「学びを生かす」 と本文で構

成している。  

〇興味関心を高め、科学的な理解 

に結び付けられるよう、『かが

くの目』では見えないものを

「見える化」した資料掲載がさ

れている。 

〇文章表現や図版等に関して、 

児童の思考を促すための役割 

に応じたキャラクターが設定 

されている。 

〇イラストや図は人数や役割、

配色が固定的なイメージでの

表現とならないよう配慮され

ている。 
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教 科 名【 英語 】 №【１／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

東京書籍 

NEW HORIZON 

Elementary 

〇「知識・技能」の習得に関して、児童

の基礎的な力の習得のために、リス

ニングややりとりなどの活動を通し

て繰り返し同じ表現に触れることの

できる構成になっている。また、『こ

とば探検』などのコーナーを設定し、

日本語と英語を比較する言語活動が

設定されている。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育成

について、複数の単元で学習したこ

とを使って内容を整理しながら、自

分の思いや考えを表現する学習活動

が設定されている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵養

に関して、各単元のまとめとして、学

習を振り返り、自己評価する学習活

動が設定されている。 

〇「思いやる力」に関連して、児童がい

じめや差別のない社会や世界の人権

について考えることができる読み物

や映像教材が設定されている。 

〇「たくましく生きる力」に関連して、

世界の食文化について考える学習活

動や、身の回りのものがどこからき

たのかを考える学習活動が設定され

ている。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、自

分が暮らす地域のよさや、地域の環

境のためにできることを考えること

で、地域貢献活動につながる題材が

扱われている。 

〇言語能力を育成するために、単

元それぞれにペアやグループで

の活動が設定されている。 

〇SDGs や異文化理解など今日的

な課題を中心に他教科と関連す

る多様な題材を扱い、自分事と

して捉え、自分の思いを発信す

る活動が設けられている。 

〇中学年での学習を５年生の冒頭

でまとめてあり、円滑な接続を

図っている。 

〇各単元の終わりの『Sounds and 

Letters』では、アルファベット

の書き方や文字の音についての

学習活動があり、中学校との接

続を図っている。 

〇個人で端末を使う学習活動が随

所に扱われており、会話練習動

画などにつながる二次元コード

が掲載されている。 

〇５年生の言語材料を６年生に移

行することで、学習内容に余裕

をもたせ、児童が段階的に学べ

る構成となっている。 

〇別冊の絵辞書は、イラストと英

単語が大きい。また、紙面だけで

は足りない単語を「学習者用デ

ジタル教科書」に掲載している。 

〇使用言語数は７００語程度。 

○教科書、『My Picture 

Dictionary』共にＡ４判。 

〇紙は軽くて丈夫、かつ裏に写り

にくいものを使用している。巻

末は書き込みがしやすい用紙を

使用している。 

〇学習する際に、何の技能を習得

するのかが分かるように、５領

域の技能がアイコンで示され

ている。 

〇英語・日本語ともにユニバーサ

ルデザイン書体を使用してい

る。 

〇児童が内容を推測しながら聴

くことに役立つ場面や状況を

示すイラストや写真が用いら

れている。 

〇文中で、場面や状況に注目さ

せたり、言葉を入れ替えさせ

たりしたい箇所には、色付き

の網掛けがしてある。 

○書く活動のページは、左利き

の児童にもモデル字が見える

配置になっている。 

開隆堂出版 

Junior Sunshine 

 

○「知識・技能」の習得に関して、聞

いたり話したりして十分に慣れ親し

んできた英語表現を書くコーナーが

設けられており、学びを積み重ねる

ことができるようになっている。ま

た、毎時間の言語活動をスモールス

テップで積み重ねられるような単元

構成になっている。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、具体的な場面や目的が

設定されており、自分の考えを伝え

合う言語活動が豊富である。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、各単元の冒頭に学習目

標や学習の流れを示し、巻末には

『CAN-DOチェック』を設け、年間を

通して自分の学びを自覚し、次の課

題をもつことができるようにしてい

る。 

○「思いやる力」に関連して、共生の

観点から、年齢や障害の有無を問わ

ず、すべての人が楽しむことができ

るスポーツが取り上げられている。

また『Around the World』では、世

界各国の文化や生活を知る活動が設

定されている。 

○「たくましく生きる力」に関連し

て、世界で活躍している日本人や日

本で活躍している外国人が取り上げ

られている。また『Our World』で

は、世界各国の言語、生活習慣や伝

統文化などについて考える学習活動

が設定されている。 

○「社会とかかわる力」に関連して、

地域の良さや日本の良いところをテ

ーマに考える活動が設定されてい

る。 

○各単元において、互いの考えや

気持ちなどを伝え合う言語活動

が豊富に用意されている。 

○SDGsやキャリア教育、伝統・

文化・郷土愛、世界の多様性の

観点から、世界各国の生活や祭

り、挨拶、世界遺産、職業等に

ついて取り上げている。 

○文字に関する学習を充実させる

ため『Sounds and Letters』が

設定されている。また、中学校

とのつながりを考え、語句を精

選し、重要語句には☆マークで

『Word Book』に表示されてい

る。 

○学習者用デジタル教科書では、

フリガナなどの学習者支援、音

声、映像が豊富にある。『Word 

Book』は関連するページへ移動

することが容易。 

○すべての単元が「音声→文字→

書く→話す→読む」といったほ

ぼ同じ構成になっている。 

○毎時間、言語活動を積み重ねら

れるようスモールステップの構

成となっている。 

○言語材料をまとめた『Word 

Book』が別冊になっている。 

○巻末には自己評価の積み重ねが

できる『CAN-DOチェック』のペ

ージが設定されている。 

○使用言語数は７５７語。 

○Ａ４判でゆとりある紙面になっ

ている。 

○鉛筆で書きやすく、消しやすい

用紙を使用している。 

 

○学習活動が、どの領域を育成

するものなのかがわかる活動

マークを付けている。 

○文字については、読みやすい

位置での改行、日本語は UD書

体、欧文には大文字、小文字

の学習がしやすいオリジナル

手書き書体を使用している。 

○色は、優しく明るい配色で、

読みやすく、見分けやすいカ

ラーユニバーサルデザインへ

の配慮がされている。 

○単元の冒頭で、イラストや写

真を大きく掲載している。 

○学習の見通しをもたせるため

に、単元の初めに、ゴールま

での道筋が示されている。 

○活動目標や、一時間ごとのめ

あて、評価領域や観点、他教

科との関連が示されている。 
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教 科 名【 英語 】 №【２／３】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 
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かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

三省堂 

CROWN Jr. 

○「知識・技能」の習得に関して、各

Unitは小単元で構成されており、段

階を追ってスパイラルに学べるよ

う、言語材料・言語活動などが配置

されている。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、目的や状況を意識し

て、自分の立場で話す内容や構成を

考える活動が設定されている。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、目標→見通し→ふりか

えりのプロセスで単元が構成されて

おり、主体的・協働的に学ぶことが

できる。 

○「思いやる力」に関連して、異なる

文化的背景を持つ人物を登場人物に

据えたり、外国の生活や文化を題材

として取り上げたりしている。 

○「たくましく生きる力」に関連し

て、外国の生活や文化をとりあげ、

互いに尊重する心を育む題材が用意

されている。 

○「社会とかかわる力」に関連して、

日本や世界で活躍する人物や、様々

な職業を取り上げ、グローバル社会

で活躍できる力を育む題材を取り入

れている。また、日本のおすすめの

場所を紹介する単元が設定されてい

る。 

○自分の考えや気持ちを伝え合う

活動が豊富に用意されている。 

○他教科に関連する題材を適宜配

置して他教科との関連をもたせ

ており、SDGsへの理解を深め

る題材も扱われている。 

○中学校への円滑な接続のため、

目的や場面、状況に応じて考え

表現するという中学校で行われ

る言語活動が設定されている。 

○音声から文字へ、練習活動から

コミュニケーション活動へとス

ムーズに流れるようにスモール

ステップの活動が設定されてい

る。 

○学習者用デジタル教科書には、

音声や動画の再生機能、語句・

表現の学習用ゲームなどが搭載

されている。 

○１学年につき３つの言語活動を

ゴールとした Unitを配置して

いる。Unitの中の各活動は 10

～15分単位でできるように設定

されているので、１時間＋短時

間授業や 60分授業にも対応で

きるような構成となっている。 

○巻末にはミシン目の入ったカー

ドが配置されている。 

○５・６年共通で使用する『My 

Dictionary』が別冊であり、索

引で探しやすく、単語が 4線上

に表記されているため、言語活

動で活用しやすい。 

○使用言語数は 668語。 

○見やすい大判（A4判）サイズ。 

○環境にやさしい用紙とインキを

使用し、十分な大きさの書き込

み欄が設けられている。 

○Lessonの各活動は定位置に配

置されている。 

○英語の文字の書き始めの手本

となるよう、専用の手書きフ

ォントを使用している。 

○イラストや写真が大きく扱わ

れている。 

○該当学年前までの配当漢字が

使用されており、該当学年以

上で習う漢字には全てフリガ

ナがふられている。 

○学習の見通しをもたせるため

に、単元の初めに、ゴールま

での見通し図が示されてい

る。 

 

教育出版 

ONE WORLD Smiles 

〇「知識・技能」の習得について、学

習内容に関わる内容を聞き取る学習

活動から始まり、文字と音を結び付

ける学習活動を示した『Sounds and 

Letters』につながる構成となって

いる。 

〇「思考力・判断力・表現力等」の育

成について、話す内容やコミュニケ

ーションについて気付きや思考を整

理するコーナーや、ペアやグループ

での活動が多く設定されている。 

〇「学びに向かう力・人間性等」の涵

養について、目標と振り返りが分か

りやすく示されている。また、CAN-

DOリスト形式で学習を振り返る学習

活動が各レッスンに設定されてい

る。 

〇「思いやる力」に関連して、他者の

ために行動することの大切さを伝え

る物語の登場人物になりきるなどの

学習活動が設定されている。 

〇「たくましく生きる力」に関連し

て、世界の子どもたちの将来につい

ての考えを聞き、自分の将来の夢に

ついて考える学習活動や、世界の子

どもたちの話や文化が掲載されてい

る。 

〇「社会とかかわる力」に関連して、

外国の人のために、日本の地図記号

ガイドをつくる学習活動や子どもた

ちの将来の夢について考え、伝え合

う活動が設定されている。 

○文構造や、基本的な表現の定着

を図るため、ペアやグループワ

ークによるコミュニケーション

活動を豊富に取り入れている。 

〇国語や道徳、家庭科などの他教

科との連携を図る題材が設定さ

れている。また、SDGs、人権教

育、キャリア教育、プログラミ

ング教育などとの関連をもたせ

た題材が設定されている。 

〇６年生の後半からは、中学校へ

無理なくつながるよう、文構造

への気付きを促す活動が設定さ

れている。 

○文字や音に少しずつ慣れ親し

み、ステップアップできるよう

活動が設定されている。 

〇発表の練習につながる動画や絵

カード辞典など、デジタル教材

が豊富に搭載されている。 

〇学習内容ごとに、第５学年では

９つ、第６学年では８つの単元

で構成されている。各単元は２

ページ程度の４つのパートで、

シンプルで分かりやすい紙面と

単元構成からできている。 

〇自己表現活動で利用できる語彙

集が巻末にある。さらに、絵カ

ードやワークシートなどが付録

になっている。 

○使用言語数は 668語。 

〇携帯に便利なＡＢ判サイズにな

っている。 

〇美しいカラー印刷で、写真やイ

ラストが鮮明である。紙は軽量

で、鉛筆で書いたり消したりし

やすい用紙を使用している。 

 

〇英語、日本語ともに、ユニバ

ーサルデザインフォントを使

用している。 

〇４線の上下幅の比率を４：

５：４とし、書く練習もしや

すい配慮がされている。 

〇国籍や障がい、年齢など多様

な人々に配慮されたイラスト

が掲載されている。 

〇児童の学習意欲を高めるもの

や音声や英文の内容の理解を

助けるものなど、児童の想像

力を高めるイメージ豊かな挿

絵や写真が用いられている。 

○一年間の見通しがもてるロー

ドマップが表紙の裏に配置さ

れている。 
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光村図書出版 

Here We Go! 

 

○「知識・技能」の習得に関して、

Hop! Step! Jump!という段階を踏ん

だ各 Unitの学習により、基礎的な

知識や技能を身に付けられるように

なっている。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、既習表現を加えてさら

に相手に詳しくたずねることができ

るような言語活動を行う『Let’s 

try』と『Plus One』を設けてい

る。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、各学年の目標やテー

マ、各 Unitでできるようになるこ

と、学習の流れ、CAN-DOと振り返り

を設定することで、見通しをもって

学習に向かうことができるようにな

っている。 

○「思いやる力」に関連して、共生の

観点から、車いすバスケットボール

の選手が題材として登場する。ま

た、性別・人種・身体的特徴などに

よる極端な偏りがないように配慮さ

れている。金子みすゞの詩をとりあ

げ、違いを認め合う詩を作って発表

する学習活動も設定されている。 

○「たくましく生きる力」に関連し

て、世界で活躍している日本人につ

いて取り上げている。また、世界の

多様性に気付かせるために「世界の

友達」が設定されている。 

○「社会とかかわる力」に関連して、

適切な職業観をもつことができるよ

う将来の夢を語る単元や世界の子供

たちの夢を聞く活動が設定されてい

る。そして地域の良さを伝えるため

に「地域の名産品を広める」「自分

の町の魅力を伝える」などの目的や

場面設定がされている。 

○既習の英語表現に繰り返し触れ

られる活用場面を設定し、互い

の考えや気持ちを伝え合う言語

活動を充実させている。 

○各学年で「SDGｓ」「災害と英

語」などの題材を扱っている。 

○文字学習は段階を踏んで身につ

くように配置されている。 

○中学校生活を紹介する単元の設

定や中学校の目標を記載するこ

とによって小学校と中学校の接

続を図っている。 

○学習者用デジタル教科書は、読

み上げ機能や、フリガナ、活動

で使う語彙が画面上ですぐに見

たり聞いたりできるものがあ

る。そして学習の振り返りを教

師と共有・フィードバックを受

けることが可能になっている。 

○学習のテーマや目標が示され、

５年は自分・他者・地域、６年

は日本・世界・将来という段階

的なテーマで構成されている。 

○Unitは各学年８つで、全 Unit

が Hop! Step! Jump!という構成

になっている。 

○毎時間「見る→聞く→話す→書

く」という流れを固定し、スモ

ールステップで活動できるよう

に配慮されている。 

○本体から取り外せる『Picture 

Dictionary』が各学年に用意さ

れている。 

○学習の成果を書き溜めることが

できる『All about me!』が設

定されている。 

〇使用言語数は 712語。 

○横幅の広いＡＢ判。 

○軽くて裏映りしにくく、鉛筆で

書きやすい用紙を使用。 

○目次には重点領域を５領域の

アイコンで明示している。 

○色や線の種類や濃淡で識別で

きるよう色覚特性をもつ児童

に配慮している。 

○４線の幅に対応した独自開発

の英語のフォントを使用。 

○日本語の文字はユニバーサル

デザイン書体を使用。 

○日本語表記は当該学年までの

漢字を使用、当該学年の配当

漢字はすべてフリガナがつけ

られている。 

○５・６年を通して一貫したス

トーリーのあるアニメーショ

ンや登場人物が設定されてい

る。 

○学習の見通しをもたせるため

に、単元の初めに、ゴールま

での道筋が示されている。 

新興出版社啓林館 

Blue Sky elementary 

○「知識・技能」の習得に関して、語

彙や表現に慣れ親しむためのインプ

ット活動→慣れ親しんだ言語材料を

使ったミニアウトプット活動を繰り

返すことで、少しずつ知識・技能を

身に付けることができるようにして

いる。 

○「思考力・判断力・表現力等」の育

成に関して、場面や使い方、コミュ

ニケーションに大切なことなどを考

える場面が多く設定されている。 

○「学びに向かう力・人間性等」の涵

養に関して、既習内容を使った言語

活動が設けられており、児童が協働

的に学びを深められるようにしてい

る。また、できるようになったこと

や学習した内容の活用場面を考える

ために『Look Back』が設定されて

いる。 

○「思いやる心」に関連して、世界の

人々の生活や文化を紹介するコーナ

ーを豊富に設定し、多様な文化や考

えを理解し、他者に配慮する心を育

てることができるようにしている。 

○「たくましく生きる力」に関連し

て、『Did you know？』や『Friends 

around the World』では、様々な国

の生活や文化を知り、世界の人々と

関わる際に欠かせない異文化理解を

促している。 

○「社会とかかわる力」に関連して、

主体的に社会形成に参画し、その発

展に寄与する態度を養うために、キ

ャリア教育につながる題材などを取

り入れている。また、日本の魅力を

発信する活動や、自分の住む地域に

必要なものを考える活動が設定され

ている。 

○会話する楽しさを味わうことが

できるよう、やり取りの場面を

多く設定している。 

○他教科との連携を考えた内容や

SDGs、防災、あこがれの職業、

異文化などについて考える題材

が扱われている。 

○イラストとともに文字を掲載し

たり、慣れ親しんだ表現を音声

とともに文字で見せたりするな

ど、徐々に文字を読んだり書い

たりする機会を増やし、中学校

での学習に円滑につながるよう

配慮されている。 

○学習者用デジタル教科書には、

特別支援機能や音声の速度調整

などの機能が付いている。 

○各学年８Unitで構成。年間配当

時数は 64時間（５年）、65時間

（６年）に設定し、必要に応じ

て教科書以外の活動を取り入れ

られるようになっている。 

○各 Unitに３つのステップを設

け、「聞く」「話す」を繰り返し

ながら、スモールステップで少

しずつ学習を積み上げることが

できる構成になっている。 

○巻末の『Word List』の QRコー

ドで発音を確かめられる。 

○使用言語数は 700語以上。 

○大判（A4判）で、見やすく書き

込みやすい紙面となっている。

地図を大きく見られるように、

折り込みが使用されている。 

○書きやすく消しやすい軽量で丈

夫な用紙が採用されている。 

○識別しやすい UDフォントを使

用し、行間にゆとりをもたせ

て文章が読みやすいように配

慮されている。 

○情報が伝わりやすい配色やシ

ンプルなイラストを使用した

り拡大教科書を用意したりし

て様々な学習形態に対応して

いる。 

○見通しをもって学習が進めら

れるように、Unitの初めには

Unit全体のめあてと各 Stepの

めあてを明示している。 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 道徳 】 №【１／６】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

東京書籍 

新編 新しい道徳 

〇教育基本法第１条の教育の目的及

び、同法第２条各号に掲げられた教育

の目標の達成に資するよう、「特別の

教科 道徳」の目標及び内容に照らし

て、教材や資料が選定、配列されてい

る。特に、①よりよく生きようとする

心②確かな道徳性③主体的に学習に取

り組む態度の３点が重視されている。 

〇学習指導要領(道徳教育の目標)の示

すとおり、教育活動全体を通じて行う

道徳教育を行うため、教材に付随する

コラム「つながる・広がる」に他教科

等との関連が明示されている。 

〇「道徳的諸価値について理解」させ

るため、児童が道徳的価値観を形成す

る上で必要な、学習指導要領に示され

ている全ての内容項目を、６学年でも

れなく取り扱っている。さらに、教材

末の「考えよう」では、道徳的価値に

最も迫ることができる中心発問が１つ

選ばれ、「◎」を付して掲載されてお

り、道徳的価値について理解できるよ

う構成されている。 

〇小学校学習指導要領(特別の教科道

徳)に示される、「物事を多面的・多角

的に考える」力を育てるため、教材の

読み取りに終始しないよう、登場人物

の心の中を説明する文言を削減するな

ど、教材文が学習効果を高められるよ

うに検討され、児童が多様な感じ方や

考え方に出会うことができるよう配慮

されている。 

〇学習指導要領第１章総則の第６の２

に示された道徳教育の各学年段階の留

意事項を踏まえ、全学年の「重点指導

内容項目」と、各学年段階の「重点指

導内容項目」が設定されており、複数

の教材が掲載されている。特に重点が

置かれている「生命の尊さ」は、各学

年で３教材ずつ掲載されている。 

〇「思いやる力」については、人が生

まれながらに持っている権利について

理解できるよう、人権について学ぶ、

コラム「つながる・広がる」が掲載さ

れている。また、複数の教材を関連付

けた、いじめ・人権を考える学習活動

がユニット『「いじめ」について、考

えよう』に設定されている。 

〇「たくましく生きる力」について

は、藤子・F・不二雄氏や中村哲氏な

ど、児童の発達の段階に応じて、生き

方を考える手がかりとなる人物の教材

が掲載されており、先人の伝記を基に

した教材を掲載し、児童が自分の生き

方について深く考えることができるよ

うに配慮されている。また、情報モラ

ルやインターネットなどの適切な使い

方や個人の権利等について考える学習

活動がコラム『さまざまな角度から情

報を確認しよう』に設定されており、

現代的な課題である情報化に対しても

学ぶことができるよう配慮されてい

る。 

〇「社会とかかわる力」については、

キャリア教育に関する『心をつなぐ音

色』や人・公共のために働く思いなど

を取り上げた『「あんぱんの日」』など

が掲載されている。また、各学年の情

報モラルコラム「つながる・広がる」

に、保護者に向けたメッセージが掲載

されており、家庭や地域社会と連携し

ながら、情報活用能力を身に付けられ

るように構成されている。 

〇児童が先入観をもたずに自己と

向き合い、考え、議論することが

できるよう、教材の冒頭は情報量

を抑え、簡潔に構成されている。 

〇各学年にいじめの防止に直接関

わる「いじめ(人間関係)」、「いの

ち(生命の尊厳)」、「じぶん(自己

肯定感)」が設置され、繰り返し

いじめの防止について考えること

ができるよう構成されている。 

〇障がい者との関わりや、ダイバ

ーシティのための取り組みなど、

あらゆる人が幸福に生きるための

人や社会の働きを扱った教材を掲

載し、人権や福祉についての考え

を深められるようになっている。 

〇教材末に、道徳科の授業で考え

たことと他教科等や日常生活との

つながりを示唆する「つながる・

広がる」が設けられている。 

〇各学年の情報モラルユニットに

は情報モラルテーマが設定され、

系統的に情報活用能力を身につけ

られるように構成されている。 

〇身近なものを大切にすることを

扱った教材や、海洋プラスチック

ごみに関するコラム「つながる・

広がる」など、ＳＤＧｓの観点か

ら自然や環境問題について考える

教材やコラムが掲載されている。 

〇友達と考えを比べ、多様な感じ

方や考え方に気づくことができる

よう、各学年巻末「考えるための

ツール」には、自分の考えを可視

化するツールが例示されている。 

〇全ての学年に、問題解決的な学

習と、道徳的行為に関する体験的

な学習を取り入れた教材が掲載さ

れており、指導方法の工夫に寄与

できるように配慮されている。 

〇各学年においては、「道徳の学

習を始めよう」、「本編教材」、「つ

ながる・広がる」、「巻末付録」の

４つから構成されている。「道徳

の学習を始めよう」を活用して道

徳科の学び方を学び、「つなが

る・広がる」では本編教材で考え

たことを他教科等や日常生活に広

げる。「巻末付録」では思考ツー

ルなど、学びに役立つ資料が掲載

されている。 

〇道徳科の授業の量的な担保がで

きるよう、各学年の標準授業時数

に合わせた数の教材（１年３４教

材、２～６年３５教材）が掲載さ

れている。 

〇児童が考え、議論する時間を十

分に確保できるよう、各教材は学

年段階に応じた文字数で構成され

ている。 

〇各学年に、他教科等における道

徳教育を深化、統合することを意

識した教材が掲載されている。 

〇児童の発達の段階に即して計画

的、発展的に行われるように組織

された年間指導計画を作成できる

ように、各学年巻末に内容項目や

主題名、関連するテーマ、他教科

等との関連を示した「教材一覧

表」が取り上げられている。 

〇学校行事や児童の生活実態に合

わせ、指導内容と指導時期を考慮

して教材が配列されており、各学

校の全体計画に基づいた年間指導

計画が効果的に作成できる。 

〇２～６年で、現代的な教育課題

に取り組む５つのユニットが同じ

時期に配列されており、各学校の

全体計画に合わせて配列を組み替

えることができる。 

〇本文の書体は、正しい形状を

保ちながらも、太さの強弱を抑

え、ロービジョン（弱視）、ディ

スレクシア（読み書き障がい）

に配慮されたユニバーサルデザ

インフォントの教科書体が使用

されている。  

〇低学年、中学年、高学年で本

文の文字の大きさや行間を変え

るなど、児童の発達の段階に配

慮されている。 

〇漢字は、読解に時間をかけず

に「考え、議論する道徳」が実

現できるよう、未習の可能性の

ある当該学年の配当漢字は使用

せず、原則として当該学年の一

つ下の学年までの配当漢字が使

用されている。  

〇固有名詞など配当学年以上の

配当漢字は、教材ごとにふりが

なが付されており、児童が負担

なく教材を読めるように配慮さ

れている。 

〇関連するウェブサイトへ遷移

する二次元コードは、教材冒頭

の定位置に掲載されており、児

童の学びを阻害しないよう配慮

されている。 

〇色覚問題の専門家の協力を得

て全ページの配色や色に関わる

表現の点検や校閲をしているこ

とが奥付に明記されている。 

〇色分けによる判別を避け、デ

ザインや文字を使って全ての児

童が情報を読み取れるように配

慮されている。 

 

 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 道徳 】 №【２／６】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

教育出版 

小学道徳 

はばたこう明日へ 

〇教育基本法第２条第１号「幅広い知

識と教養を身に付け、真理を求める態

度を養い、豊かな情操と道徳心を培う

とともに、健やかな身体を養うこ

と。」については、幅広い知識と教養

を身につけることができるように、全

学年を通じて、多種多様な教材を掲載

している。また、真理を求める態度を

養い、豊かな情操と道徳心を培うこと

ができるように、全学年の巻頭に「オ

リエンテーション」を、巻末に「学習

のふり返り」を設けている。 

〇教育基本法第２条第２号「個人の価

値を尊重して、その能力を伸ばし、創

造性を培い、自主及び自律の精神を養

うとともに、職業及び生活との関連を

重視し、勤労を重んずる態度を養うこ

と。」については、個人の価値を尊重

することが大切であると気づくことが

できるよう、「いじめ」や「差別」「人

権」「生命の尊さ」について考える教

材を各学年に体系的に配置している。 

〇小学校学習指導要領道徳科の目標で

ある、「よりよく生きるための基盤と

なる道徳性を養う」ために、自己の生

き方についての考えを深める多種多様

な教材を掲載し、教材を用いた授業

で、道徳的な判断力、心情、実践意欲

と態度を育てることができるようにし

ている。 

〇「道徳的諸価値について理解」をさ

せるため、各教材には、学習指導要領

の四つの視点のどれに該当するかが色

や絵柄で示されているとともに、主題

名が記されており、教材ごとの学習の

視点がわかりやすくなっている。ま

た、教材の冒頭には「導入」を設け、

目的をつかんでから学習に入れるよう

構成されている。 

〇「思いやる力」については、自他の

敬愛と協力を重んずる態度を養うこと

ができるように、「親切、思いやり」

「よりよい学校生活、集団生活の充

実」を扱った多種多様な教材を各学年

に豊富に掲載している。また、「人権

教育」について、複数の教材を関連付

けた、いじめ・いのちについて考える

学習活動がユニット『いじめをなく

す』に設定されている。 

〇「たくましく生きる力」について

は、今日の社会をつくりあげてきた

人々、道を切り拓いてきた人々の生き

方や考え方に学び、人間への信頼を深

め、自らを高めていこうとする意欲を

培うことができるように、多彩な人物

教材を掲載している。現代的な課題で

ある「情報化」についても、ネット上

でのコミュニケーションに関する問題

や個人の権利について考える学習活動

が『個人の権利って』などに設定され

ている。 

〇「社会とかかわる力」については、

ユニット以外にも、「食育」「法教育」

「健康教育」「防災教育」「福祉教育」

「キャリア教育」「社会参画教育」な

どの現代的な課題を多種多様な教材で

扱い、多面的・多角的に考えられるよ

うにしている。「社会とかかわる力」

の「働くことの大切さ」について、キ

ャリア教育に関する『横浜港のガンマ

ンの思い』や、自分の仕事を誇りに思

う気持ちなどを取り上げた『かっこい

いせなか』が掲載されている。 

〇「道徳的行為に関する体験的な

学習」を行うことができるよう、

「体験しながら考える教材」を目

次に「たいけん」と示し、その教

材末に「やってみよう」を設け、

役割演技や日常体験から話し合う

活動が取り入れられている。ま

た、体験をとおして人としての行

動について考えを深める「モラル

スキルトレーニング」が全学年に

取り入れられている。 

〇児童が自ら課題を見つけ、友達

と議論を重ねながら課題の解決方

法を見いだす「問題解決的な学

習」に適した「学習のてびき」を

多く掲載している。 

〇児童が、いじめや差別を自分の

こととして捉え、考えていくこと

ができるよう、「いじめ問題」や

「差別問題」について考える教材

を体系的に配置し、6年間をとお

して、いじめや差別を様々な側面

から考え、深めていけるよう複数

の教材が各学年に配置されてい

る。 

〇SDGsの専門家(馬奈木俊介氏)

や ESDの専門家(手島利夫氏)の校

閲を受け、SDGsについて理解と

実践意欲を高めることができる教

材が多数設けられている。 

〇人権教育の専門家(冨永吉喜氏)

の校閲を受け、文章表現や挿し

絵、写真などについて人権上の配

慮がなされている。 

〇全学年をとおして、児童が無理

なく学習できるよう、児童の発達

段階に即した内容と文章量の教材

が配列されており、興味･関心を

高めながら、考え、議論する道徳

授業が実践できるよう構成されて

いる。 

〇学校の教育活動全体をとおして

行う道徳教育の要として、他教科

や特別活動などとの連携を考慮し

た教材配列となっている。 

〇学習時期と教材内容の季節が一

致するよう教材が配列されてお

り、児童が学びやすいよう工夫さ

れている。 

〇教材数は、１教材１時間で扱え

るように、各学年に 35教材（1年

は 34教材）が掲載されている。 

〇内容項目は教材 30本で充足さ

れており、補充教材を地域教材や

自作教材と差し替えることで、学

校独自の柔軟なカリキュラムがつ

くりやすいようになっている。 

 

〇本文の書体には、文字の構成

要素がわかりやすく、誤読され

にくいユニバーサルデザインフ

ォントが使用されている。ま

た、文字の大きさは、発達段階

に応じたものになっており、行

間や余白もゆったりしていて、

児童が読みやすい。 

〇低学年では、言葉のまとまり

がわかりやすく読み誤りが生じ

にくいよう、分かち書きと文節

改行で表している（２年生の一

学期まで）。また、それ以降も９

月末までの教材で文節改行を行

い、段階的に表記・表現を変え

ることで、児童の読みの負担を

軽減している。 

〇漢字は、国語科の配当学年に

準じて、原則として当該学年の

漢字までを使用している。ま

た、振り仮名は、当該学年の漢

字や一部の熟語、固有名詞、熟

字訓などを対象に、登場するた

びに繰り返し付しており、配慮

されている。 

〇その学年において理解が難し

いと思われる言葉については、

内容理解のために必要な解説を

脚注として加えている。 

〇カラーユニバーサルデザイン

の専門機関(NPO法人 カラーユニ

バーサルデザイン機構)の審査を

受け、認証マークを取得してい

る。色覚の個人差によって学習

に支障をきたすことがないよ

う、判別しやすい配色や表現方

法が工夫されている。 

 

 

 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 道徳 】 №【３／６】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

光村図書出版 

道徳 

きみがいちばんひかるとき 

○教育基本法にある「幅広い知識と教

養を身に付け、真理を求める態度を養

い、豊かな情操と道徳心を培うととも

に、健やかな身体を養うこと」につい

ては、各学年冒頭で道徳とは何を学ぶ

教科なのかを紹介している。見通しを

もって授業に臨めるように示してい

る。「いじめ問題」「情報モラル」な

どの現代的な課題がとりあげられてい

て、児童が自分自身に引き寄せて考え

られるようになっている。（各学年） 

○教育基本法にある「正義と責任、男

女の平等、自他の敬愛と協力を重んず

るとともに、公共の精神に基づき、主

体的に社会の形成に参画し、その発展

に寄与する態度を養うこと」について

は、差別を許さない心を育めるよう、

児童にとって身近な話題から考えを深

められるような話題を発達段階に合わ

せて取り上げている。 

○学習指導要領に示された内容項目は

それぞれの学年において網羅されてい

る。 

○「主体的な学びを大切にすること」

に関連して、第３～６学年には、付録

ページがあり、道徳の学び方が示され

ている。自学自習の支えとなる役割を

果たしている。 

○「対話的な学びを大切にすること」

に関連して、第２学年以上の第一教材

にある、「みんなで気持ちよく話し合

うためのこつ」、１学期途中で取り組

みを呼びかける「心を通わそう」２学

期冒頭に位置付いている「『考える』

（２年は『しつもん』準備たいそう）

は、１年間の発達の段階を意識し、話

し合いの喜びを実感できるように構成

されている。（３年 P６-７、P32-33、

P72-73など） 

○「思いやる力」については、物語や

身近な出来事として想像しやすい題材

や挿絵などを示し思いやりについて考

える教材を多く設けている。複数の教

材を関連付けた「いじめ問題」を考え

る学習活動がユニット「いじめをゆる

さない心」に設定されている。  

○「たくましく生きる力」について

は、自分自身と向き合い、話し合うこ

とでより自分事として考えられるよう

になっている。教材によっては、演じ

て考えようというページがあり、考え

のヒントとなるようになっている。

「つなげよう」では更に他の場面で学

びが生きるように工夫されている。

「情報化」について、ネット上のルー

ル、肖像権やプライバシー権について

考える学習活動が「気に入らなかった

写真」などに設定されている。 

○「社会とかかわる力」については、

自分だけでなく「みんな」を意識させ

る教材を扱っている。家族や友達、地

域や世界の人々との関わりの中の自分

の存在に目を向けさせるように設定さ

れている。「働くことの大切さ」につ

いて、キャリア教育に関する『「働

く」って、どういうこと？』、 人・公

共のために働く思いを取り上げた「神

戸のふっこうは、ぼくらの手で」が掲

載されている。 

○第２学年以上の教材末の学習の

てびきには、「つなげよう」が設け

られており、他教科で学習する内

容との関連付け、特別活動や学校

行事との関連付け、関連する内容

の図書の紹介などが示されてい

る。 

○全学年を通して、様々な内容項

目から「いじめ問題」に結び付く

教材とコラムを組み合わせた「ユ

ニット」が設定されており、「いじ

め」をしない、させない、見過ご

さない力が系統的に育成されるよ

うに工夫されている。 

○さまざまな地域題材や日本の伝

統文化を取り扱った教材が、学年

の発達段階に即して、全学年に配

されている。写真などの資料も豊

富に紹介され、児童が日本の伝統

に親しみ、地域に愛着がもてるよ

う工夫されている。第３学年以上

の巻末付録には、日本各地の伝統

文化地域で取り組まれている活動

などが紹介されている。 

○教科書全般にわたり、教材や挿

絵に登場する人物や執筆者につい

て性別による偏りがないよう配慮

がなされている。人種、身体的特

徴についても多様性に配慮した挿

絵や記述になっている。人権に関

する知識を身につけ、さらに人権

に対する意識を高めるために世界

人権宣言や、子どもの権利条約、

元ハンセン病患者の方を取り上げ

た教材もある。 

○教材の構成は、基本的に「導入

⇒教材⇒学びのてびき」で構成さ

れている。「考え、議論する」こ

とを学習の中心に据え、登場人物

への自我関与、問題解決的な学

習、体験的な学習が可能となるよ

う構成されている。 

○「読み物」とは異なる形式で、

挿絵などを使ったシンプルな状況

設定をもとに、道徳的価値につい

て話し合う教材も各学年にある。 

○巻末には、「学びの記録」とい

う振り返りのページがある。第１

～４学年はシールを活用した振り

返り、第５、６学年は記述式のペ

ージになっている。 

○分量については、各学年の発達

段階を考慮した分量となってい

る。（第１学年 128ページ、第２

学年 160 ページ、第３学年 176ペ

ージ、第４学年 184ページ、第５

学年 192 ページ、第６学年 208ペ

ージ） 

○二次元コードが付いたページか

らは資料や動画、朗読などのコン

テンツにアクセスできるようにな

っている。 

○Ｂ５変形判の大きさになってい

る。 

○当該学年の配当漢字には全て

振り仮名がついている。 

○キャラクター「こころん」が

教材と児童の日常をつなぐ問い

かけをして学びのヒントを示し

ている。キャラクターきらりん

は児童の考えた事と日常生活

や、他教科・領域とつなげ、「も

やもやん」は、自分の在り方に

ついてなげかけている。 

○第１・２学年では、単語や文

節の途中で改行しないようにで

きており、全学年を通して本文

はユニバーサルデザインに配慮

した書体を使用している。 

 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 道徳 】 №【４／６】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

日本文教出版 

小学道徳 生きる力 

○教育基本法にある「幅広い知識と教

養を身に付け、真理を求める態度を養

い、豊かな情操と道徳心を培うととも

に、健やかな身体を養うこと」につい

ては、発達段階をふまえながら、家

庭、学校、社会を創造する高い公共の

精神を育むため、多様な教材が選択さ

れている。「ぐっと深める」のページ

では、「問題解決的な学習」や「体験

的な学習」などの手法を用いた効果的

な展開の様子を写真と共に示し、「児

童のこれまでの多様な実践活動」を生

かしながら学びを実現するための工夫

が示されている。アクティブラーニン

グへの配慮がされている。「道徳のと

びら」「道徳の学び方」のページでは

学習内容にスムーズに入っていけるよ

うにオリエンテーションページが配置

されている。 

○教育基本法にある「正義と責任、男

女の平等、自他の敬愛と協力を重んず

るとともに、公共の精神に基づき、主

体的に社会の形成に参画し、その発展

に寄与する態度を養うこと」について

は、人権尊重の視点から、多様性を尊

重し、あらゆる差別や偏見をなくし、

公正で公平な社会の実現に積極的に努

めようとする心を育て、人との関わり

の大切さについて考えられる教材が配

置されている。 

○学習指導要領に示された内容項目は

それぞれの学年において網羅されてい

る。 

○「考える道徳」「議論する道徳」の

趣旨をふまえ、学習方法が示され①気

づく②考える・深める③見つめる・生

かすとし QRコンテンツからさらに詳

しく動画で具体例が視聴できる。 

○「思いやる力」については、全学年

の重点項目として、「親切、思いや

り」の内容項目を扱っている。第１～

４学年までは３つの教材が用意され、

第５・６学年では２つの教材がある。

「人権教育」について、複数の教材と

コラムを関連付けた、いじめ問題につ

いて考える学習活動がユニット「いじ

めをなくすために」に設定されてい

る。 

○「たくましく生きる力」につながる

内容項目として、「善悪の判断、自

律、自由と責任」を全学年の重点項目

としている。第１・２・５学年では、

「ぐっと深める」のページが用意され

ており、より身近で深められるように

なっている。「情報化」について、携

帯電話等の節度ある使い方や情報モラ

ルについて考える学習活動が「めざ

せ！情報モラルの達人」などに設定さ

れている。 

○「社会とかかわる力」につながる内

容項目として、「規則の尊重」につい

て重点的に扱っている。特に第４学年

で「ぐっと深める」ページが２か所用

意され、動作化を促しより身近な場面

として考えさせる場をつくっている。

「働くことの大切さ」について、キャ

リア教育に関する「ウイルスとの戦い 

父にエールを」、人・公共のために働

く思いなどを取り上げた「ぼくの草取

り体験」が掲載されている。 

○「心のベンチ」のページでは、

いじめ、情報モラル、SDGs、国際

理解・伝統と文化・郷土愛、自己

肯定感のテーマで各学年に１点ず

つ配列している。更に他教科との

関連についても表記されている。 

○いじめの防止について最も重要

なテーマとして位置付けられてい

て、複数の教材が全学年で用意さ

れている。またユニットで集中的

に学ぶことでより深い学びへと到

達させようという意図が感じられ

る。 

○児童にとって身近に感じられ

る、地域の特色を生かした地域教

材の活用、開発にも配慮してい

る。北海道から九州、沖縄まで全

国各地の魅力的な素材が教材化さ

れている。 

○SDGｓの目標とのつながりを考

えたページ「SDGｓで考えよう」

が第３学年以上に「ふろく」とし

て設定されている。 

○児童の発達段階を考慮した内容

になっている。第１学年では、

「幼保小」の連携に配慮し、スタ

ートカリキュラムを意識した内

容。第２学年では、物事の意味や

よさを自主的に判断すること、ま

た、自己肯定感を育むことを意識

した内容。第３・４学年では、自

他理解や協力し助け合うこと。第

５・６学年では、中学校との接続

を視野によりよく生きる喜びと国

家、社会の一員としての自覚を育

てることを意識した内容となって

いる。 

○学校行事や他教科の学習内容、

伝統的な行事などを考慮して、教

材が配列されている。 

○内容項目の分量が平均的に配分

されている。主教材の他に「ふろ

く」として、３教材が配置されて

いる。 

○分量については、ほぼ学年の発

達段階を考慮した分量となってい

る。（第１学年 152ページ、第２

学年 168 ページ、第３学年 184ペ

ージ、第４学年 186ページ、第５

学年 184 ページ、第６学年 192ペ

ージ） 

○二次元コードが付いたページか

らは動画、音声、ワークシート授

業で活用できる思考を整理するた

めのツール（道具箱）などのコン

テンツにアクセスできるようにな

っている。 

○大きな判型判ＡＢ版を採用して

いる。 

○別冊の「道徳ノート」が用意さ

れていて、考える、話す、聞く、

書くそれぞれの活動が促されてい

る。 

○内容項目を児童向けの言葉で

表した「キーワード」が記載さ

れている。 

○ユニバーサルデザインの視点

から、多くの児童に見やすい色

調、色の組み合わせ、フォント

を使用している。 

○キャラクター「ココロウ」「４

人の児童のキャラクター」によ

って導入から順に発問例が示さ

れている。 

○教材文の前にリード文と主な

登場人物が書かれ内容理解の一

助となっている。 



令和６～９年度小学校使用教科用図書調査票 

教 科 名【 道徳 】 №【５／６】 
発  行  者 

教 科 書 名 

教育基本法、学校教育法及び 

学習指導要領との関連 
かながわ教育ビジョンとの関連 内     容 構 成  ・分 量 ・ 装 丁 表 記 ・ 表 現 

光文書院 

小学道徳 ゆたかな心 

○教育基本法第２条に示された目標を 

踏まえ、現代的な課題に向き合い、答

えが一つでない題材が吟味されてお

り、児童が豊かな生き方を学ぶ教材が

設けられている。 

○教育基本法第２条に迫るために、全

学年各教材の冒頭に主題を設定し、道

徳的価値の理解とともに、行為を生み

出す心を感じ、学んだことを実践しよ

うとする意欲と態度を育めるように配

慮されている。 

○学習指導要領の内容の指導に当たっ

て配慮すべき事項の「計画的・発展的

な指導を行うこと」関しては、「何

を、どのように学ぶのか」を明らかに

し、道徳性を養う意義を子ども自らが

考え理解し、学校や児童の実態などに

即して弾力的に取り扱えるように、第

１学年は６本、第２～６学年には５本

の付録の教材がある。 

○「自らが考え、理解し、主体的に学

習に取り組むこと」に関しては、学習

後のふり返りを記述し、自分の考えを

表現する力を育み、学習を継続的に深

めることができるよう、巻末自己評価

シート「学びの足あと」が設けられて

いる。 

○「言語活動を充実すること」に関し

ては、コラム「ことばのたからもの」

が配置され、人生の道標や支えとなる

ような名言を紹介し、教材とも関連さ

せながら、言葉のもつ力を実感できる

よう、工夫されている。 

○「思いやる力」の「人権教育」につ

いて、複数の教材を関連付け、いじ

め・人権について考える学習活動がユ

ニット「いじめを生まない心」に設定

されている。 

○「たくましく生きる力」の「情報

化」について、情報の危険性について

も理解したうえで、情報を有効活用す

るために「情報を有効活用するため

に」が設定されている。また、スマー

トフォンの使用時間について考える学

習活動が「本当にだいじょうぶ？」に

設定されている。 

○「社会とかかわる力」の「働くこと

の大切さ」について、キャリア教育に

関する「ホペイロのヤマさん」、ボラ

ンティア等の活動に関わる人の思いを

取り上げた「広村堤防の清掃ボランテ

ィア」が掲載されている。 

○教科の目標達成に向けて、冒頭

に「導入」、末尾に「まとめる

（終末）」「ひろげる（発展）」が

設定されており、１時間の授業の

目的や流れが明確になっている。 

○冒頭の「導入」で児童の経験を

想起させたり、主題に関わる問題

意識をもたせたりすることで、内

容に興味・関心を抱きやすくする

工夫がされている。 

○多様な見方・考え方が実感でき

るようにするために、キャラクタ

ーを設定し、共感や気づき、考え

るためのポイントや考えを広める

ための見方などの問いかけを行

い、児童の多面的・多角的な思考

を促すように工夫されている。 

○「生命の尊厳」「自然」「伝統と

文化」「先人の伝記」「スポーツ」

「情報化への対応」などの課題を

題材とした教材が、発達段階を考

慮して全学年に設けられている。 

○道徳的な判断力、心情、実践意

欲と態度を育てるために、各教材

の末尾に「ひろげよう」があり、

道徳の時間で学んだことを他教科

や学校での活動、家庭生活、地域

社会などへとつながりをもたせ広

げていくためのポイントを掲示し

ている。 

○二次元コードのついたデジタル

コンテンツが用意され、教材理解

をサポートする写真や動画、登場

する人物のメッセージなどを視聴

することで、学習効果を高める工

夫がされている。 

○判型は、ＡＢ判が採用され、児

童の負担感の軽減のため、軽量化

が図られている。 

○写真やイラストが引き立つよう

にレイアウトされ、児童の興味・

関心や思考が深まるように、工夫

されている。 

○表紙や本文には、見やすくなる

よう目に優しい色合いと不透明度

向上した紙が使用されている。製

本には針金を使用せず、表紙が丈

夫で汚れにくくなるよう加工し、

堅牢性を保ちながら環境にも配慮

されている。 

○発達段階に応じて学年ごとの教

材の分量が配慮されている。 

○児童にとってなじみのない言葉

やわかりづらい言葉については脚

注で説明し、それらが思考の妨げ

にならないように配慮されてい

る。 

○教材内の登場人物をわかりやす

くするために、必要に応じて教材

の冒頭に登場人物を整理して表示

している。 

 

○本文や吹き出し、ルビなど

に、見やすくて読み間違えにく

いユニバーサルデザインフォン

トを使用し、デジタル教科書で

も読みやすい書体が使われてい

る。 

○児童の読み取りに差異が生じ

ないように第３学年まではすべ

ての漢字にふり仮名がつけられ

ている。第４学年からは、当該

学年以上の漢字にはふり仮名が

つけられており、児童のつまず

きが減るような工夫がされてい

る。 

○すべての児童が自己肯定感を

もって学習や生活を創造してい

けるよう、登場人物の男女比や

イラストの配色などが配慮され

ている。 
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Gakken 

新版 みんなの道徳 

○教育基本法第２条にある「幅広い知

識と教養を身に付け、真理を求める態

度を養い、豊かな情操と道徳心を培う

とともに、健やかな身体を養うこと」

については、全学年の巻頭部分にオリ

エンテーション「道徳の学習が始まる

よ」という教材を配置したり、特設ペ

ージや脚注が配置されたりし、様々な

箇所に配慮と工夫がされている。 

○教育基本法第２条の内容項目の教材

が各学年において１～３教材あり、発

達の段階を考慮して適切に扱ってい

る。 

○学習指導要領に示されている「人間

尊重の精神と生命に対する畏敬の念を

培う」ことについては、「生命の尊

さ」の項目は全学年の重点項目とし、

各学年３教材を扱うとともに、「感

動、畏敬の念」も各学年に配置してい

る。 

○「自らが考え、理解し、主体的に学

習に取り組むこと」に関しては、巻頭

と巻末に児童が記入する欄を設けて、

自身の成長を振り返り、課題や目標を

見つけられるように工夫されている。 

○「言語活動を充実すること」に関し

ては、「深めよう」や「心のパスポー

ト」が配置され、話し合いや記述など

の言語活動が行えるようになってい

る。 

○「思いやる力」の「人権教育」につ

いて、いじめ防止に関連する教材とコ

ラム「心のパスポート」を関連付け、

いじめ問題について考える学習活動が

設定されている。 

○「たくましく生きる力」の「情報

化」について、インターネットを使用

する際の危険性や個人情報を書き込む

ことについての問題点を取り上げた学

習活動が「私たちと情報」に設定され

ている。 

○「社会とかかわる力」の「働くこと

の大切さ」について、キャリア教育に

関する「この思いをフェルトペンにた

くして」、社会貢献について取り上げ

た「神戸のふっこうは、ぼくらの手

で」が掲載されている。 

○最重点テーマを「いのちの教

育」とし、内容項目「生命の尊

さ」の教材は全学年３教材用意さ

れている。 

○一つのテーマのもと、内容項目

が異なる二教材を連続して学ぶこ

とができるユニット教材「いのち

ユニット」「多様性ユニット」「キ

ャリアユニット」を設定し、児童

がよりよく生きることについて多

面的・多角的に考えを深めること

ができるように工夫されている。 

○最重要テーマ「いのちの教育」

を土台にした、いじめ防止への取

り組みのために、年間を通してバ

ランスよく「いじめ防止」に関連

する教材が配置され、いじめを生

まない力を育めるように工夫され

ている。 

○現代的な課題を通して自分と自

分を取り巻く社会や環境に目を向

けて自らの生き方について考えら

れるように、人権・福祉教育、食

育・健康教育、安全・防災、国際

理解、平和、キャリア教育などに

対応した教材を取り上げている。 

○情報化社会を生きるために必要

な能力を身に付けて活用するため

に、情報の扱い方からコミュニケ

ーションのあり方まで系統的に取

り上げている。 

○児童の理解が深まる構成につい

て、１人１台端末を活用できる学

習活動が示された教材が用意さ

れ、動画などにつながる二次元コ

ードが掲載されている。 

○様々な分野で活躍する、現代を

生きる人たちに関係する教材や先

人たちに関係する教材などを含

め、児童の心を引き込むような教

材が多数掲載されている。 

○挿絵や写真、図版などを活用す

ることができるよう、ＡＢ版型を

採用し、児童の感性や学習意欲の

向上につながるよう工夫されてい

る。 

○全頁カラー刷りで、色彩は目に

優しくソフトに仕上げられてい

る。 

○製本は無線綴で開きやすく、

PUR糊の使用による特殊加工が施

されている。 

○目の負担が少ない色調の用紙が

選択されている。 

 

○児童の発達段階に応じて、文

字は大きくし、全ての児童にと

って読み違いを起こしにくいユ

ニバーサルデザインフォントを

使用し、カラーユニバーサルデ

ザインに配慮している。 

○学年で学習する漢字や固有名

詞にふりがなをつけるなど、漢

字の学習状況に関わらず、読み

進めることができるように配慮

されている。 

○図表や挿絵、写真の配置は、

視覚的にとらえやすいよう、本

文との関係性に配慮している。 

○本文の記述は、できるだけ平

易に理解しやすい表現にし、読

みやすさに配慮した改行を施し

ている。 

 


